Abolition of the House (Ie): The reform of the Japanese civil code and the family registration (Koseki)law under the Post war occupation (6) by 和田 幹彦
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程(6)「家」の廃
止を中心として
著者 和田 幹彦
出版者 法学志林協会
雑誌名 法学志林
巻 103
号 4
ページ 1-43
発行年 2006-03-10
URL http://hdl.handle.net/10114/5633
序章（九十四巻四号）
第
一
章
憲
法
二
四
条
成
立
過
程
と
民
法
・
戸
籍
法
上
の
「
家
」
制
度
念
墾
ハ
節
ま
で
第
一
敦
ま
で
九
十
五
巻
二
号
、
四
号
。
第
七
節
「
小
括」は百一巻二号）
第
二
章
民
法
改
正
過
程
ｌ
戸
籍
法
改
正
過
程
に
先
行
し
た
民
法
上
の
「
家
」
廃
止
方
針
決
定
の
予
附
的
考
察
ｌ
（１） 
（以上百一巻二号、四号）
第
三
章
戸
幡
法
改
正
過
程
の
諸
段
階
序
（１）戸廠法改正過恨の全体像
（２）主要改正点の要約
戦後占緬期の民法・戸蒲法改正過程（六）（和田）
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（六）
「
家
」
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（３）研究史上の問題点
第
一
節
人
口
動
態
統
計
の
精
密
化
を
め
ぐ
る
戸
籍
法
改
正
過
程
ｌ
改
正
過
程
二
）
一
九
四
六
年
三
月
’
一
○
月
（１）内閣官房統計局「人口動態統計（改善）に関する委員
〈毒」
（
２
）
司
法
省
民
事
局
「
戸
籍
委
員
会
」
（
３
）
〃
生
省
「
公
衆
衛
生
に
側
す
る
委
風
会
」
第
二
節
改
正
初
案
ｌ
改
正
過
程
（
二
）
一
九
四
六
年
七
月
第
三
節
改
正
要
綱
案
と
そ
の
成
立
ｌ
改
正
過
腿
（
三
）
一
九
四
六
年
九
月
（
１
）
改
正
要
綱
案
の
要
点
（
２
）
改
正
要
綱
案
を
巡
る
議
論
の
要
点
（
以
上
水
号
）
和
田
幹
彦
Hosei University Repository
戦
後
占
領
期
の
戸
籍
法
改
正
の
三
つ
の
流
れ
の
う
ち
、
第
一
の
流
れ
、
即
ち
「
家
」
制
度
廃
止
か
ら
く
る
戸
籍
法
改
正
は
、
前
章
ま
で
に見た憲法・民法改正と同様、ＧＨＱ側ではＯＳの所轄となる。また、民法・戸籍法改正に関しては、日本政府内部
第
三
章
戸
籍
法
改
正
過
程
の
諸
段
階
法
学
志
休
第
一
○
三
巻
第
四
号
第
四
節
改
正
草
案
条
文
起
草
ｌ
改
正
過
程
（
四
）
一
九
四
六
年
九
月
１
円
七
年
七
月
第
五
節
草
案
を
め
ぐ
る
司
法
省
と
Ｇ
Ｓ
の
会
談
ｌ
改
正
過
程
（
瓦
）
一
九
脚
七
年
八
月
’
一
一
月
第
六
節
国
会
審
議
と
改
正
戸
籍
法
・
戸
識
法
施
行
規
則
の
成
立
ｌ
改
正
過
程
（
六
）
一
九
四
七
年
二
月
’
’
二
月
序
（１）戸籍法改正過程の全体像
堕
早
第
四
章
第
五
章
一一
「家」制度廃止を起因とする戸籍法改正
人
口
動
態
統
計
の
精
密
化
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
起
因
と
す
る
戸
籍
法
改
正
Hosei University Repository
で
は
司
法
省
民
事
局
（
順
に
第
一
課
・
第
二
課
）
の
所
轄
で
あ
っ
た
。
第
二
の
流
れ
は
、
人
口
動
態
調
査
・
統
計
の
精
密
化
だ
が
、
こ
う
し
た
統
計
は
戸
籍
制
度
（
主
に
は
各
種
届
出
）
を
通
し
て
収
集
さ
れ
たデータを基に作成されるため、その限りで戸籍法及びその施行規則等に直接関わる。戦後占領期にも、調査体制の
整備・統計の精密化が進められ、これに応じて戸籍法の改正も要請されたのであった。こうした統計の精密化はＧＨ
ＱのＰＨＷ（略語表参照）がまずイニシャティヴを取ったのを受けて、日本政府内部では当初内閣官房統計局、その
後厚生省が所轄するようになった。そしてこれと並行して戸籍法制度の改正が必要な限りで、第一の流れと同様に司
法省民事局第二課が関与するところとなっていた。
第
三
の
流
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
護
の
た
め
の
戸
籍
法
改
正
に
は
先
ず
、
詳
細
な
統
計
デ
ー
タ
の
記
載
の
あ
る
戸
籍
の
届
書
の
閲
覧
の
制
限
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
比
較
的
早
く
か
ら
日
本
の
司
法
省
民
事
局
も
留
意
し
て
い
る
。
こ
れ
と
時
期
的
に
は
並
行
し
て
、
統
計データの利用をプライバシー保護の観点からも制限する統計法が一九四七年三月二六日に制定され、同年五月一日
に施行されている。これは戸籍法改正とはあくまで別だが、その制限の対象には、戸籍の届書を通して収集されたデ
ータも含まれる。次に、戸籍の届書を通して収集されるデータ項目の多一様化・多量化について、明確に「プライバシ
ーの権利の侵害である」として懸念を表したのは、ＧＳのみであった。ＯＳはまた、戸籍簿の公開原則をも排し、原
則非公開への法改正を初めて主張しており、これもプライバシーの保護の観点からと思われる。尤も、この点は結局
参
議
院
の
反
対
に
遭
い
、
改
正
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
本稿では、こうした三通りの流れを包括している戸籍法改正過程を、まず第三章で時系列に見ていく。その上で、
第一の流れを重点的に第四章で扱い、第二・第三の流れは第五章で取り上げる。戦後占領期の戸籍法改正の重点はあ
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
爾
法
改
疋
過
程
（
六
）
（
Ⅲ
川
）
一一一
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改正過程を具体的に見る前に、準備として、戸籍法改正の重要点を極く簡単に五点にまとめて置く。（ａ）Ｉ（ｄ）
の四点が「第一の流れ」、（ｅ）の一点が「第二の流れ」の改正点である。旧法とは一九一五年（大正四年）戸籍法、
（２） 
新法とは一九四七年（昭和二二年）一Ｐ籍法である。
し
か
し
、
第
二
・
第
三
の
流
れ
に
よ
る
法
改
正
に
も
、
日
本
の
戸
籍
法
制
度
の
本
質
の
別
の
一
面
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
限
定
的
な
がらこの点の考察も、第五章及び「結び」で行っておきたい。第二・第三の流れは、相拮抗する局面ではＧＨＱ内部
で
Ｃ
ｓ
と
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
対
立
を
惹
き
起
こ
す
。
同
時
に
、
第
三
の
流
れ
と
し
て
Ｇ
Ｓ
は
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
賛
同
も
得
て
、
戸
籍
徳
の
非
公
開
を
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
改
正
過
程
に
は
、
日
本
の
戸
籍
制
度
の
二
面
的
本
質
、
即
ち
民
法
上
の
身
分
変
動
の
登
録
制
度
で
あ
る
面
と
、
国
家
の
い
わ
ば
行
政
上
の
「
道
具
」
た
る
制
度
で
あ
る
面
双
方
が
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
本章では、第二の流れによる法改正は、第一節で集中的に概観しておく。その上で、第二節以降で重点的に第一の
流
れ
に
よ
る
法
改
正
の
詳
細
過
程
を
見
て
い
き
、
第
五
・
六
節
で
は
第
三
の
流
れ
に
も
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
四
く
ま
で
第
一
の
流
れ
に
あ
り
、
全
面
的
法
改
正
を
必
要
と
し
た
の
も
憲
法
改
正
に
促
さ
れ
た
民
法
の
「
家
」
制
度
廃
止
が
そ
の
原
因
で
あ
プ（》。
（２）主要改正点の要約
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（ｅ）人口動態調査と関連する改正点（結果として施行規則のみによっている）
戦後占緬川の民法・戸脇法改正過限（六）（伽Ⅲ）
ｄ 
、－プ
ダーペ
IIilM 
（ｃ）戸主
旧法戸主を中心とする戸籍、戸主は戸籍上特別な地位をもっていた。
（５） 
新法戸主の廃止により、戸籍内のすべての者について、戸籍上の取り扱いを基本的に同一としている。
（ｂ）戸籍の変勅（新戸耕の編製・人輔・除籍など）
旧
法
家
の
創
立
・
入
去
家
（１） 
新
法
家
の
廃
止
に
伴
い
、
戸
鯖
法
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戸
繍
変
動
の
原
因
に
つ
い
て
規
定
を
お
い
た
。
（ａ）戸薇編成の単位
新
法 新旧
法法
－１ヨ
ブミ家
ＩＦＯ￣ 
隠居、家督相続、推定［家督］相続人の排除、家督相続人の指定、入籍、離繍、復職拒絶、廃家、
絶家、分家、廃絶家再興、族称の変更、興爵等があった。
上記を削除、新たに、後見監督人、生存配偶者の彼氏、親族関係の終了、惟定相続人の排除、人職、
分
籍
、
に
関
す
る
規
定
を
設
け
た
。
「夫婦親子」
（３） 
幡姻によって新戸籍を網製、子は親の一Ｐ締に入ると此〈に、親子三代の同繍を避ける。
五
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（８） 
接の原因である．つか・
以
下
は
先
ず
、
「
家
」
制
度
廃
止
の
「
第
一
の
流
れ
」
に
よ
る
戸
籍
法
改
正
過
程
の
研
究
状
況
に
関
し
、
最
初
に
史
料
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
前
述
の
通
り
、
戦
後
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
は
初
期
に
は
ほ
ぼ
一
体
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
戸
斬
法
改
正
要
綱
成
立
後
は
、
民
法
の
起
草
委
員
・
幹
事
の
う
ち
、
枇
斐
は
そ
の
後
も
戸
職
法
草
案
に
関
与
し
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
、
と
文
献
上
確
定
で
き
る
。
ま
た
奥
野
も
、
戸
籍
法
を
管
轄
す
る
司
法
省
民
事
局
の
局
長
で
あ
り
、
国
会
で
戸
籍
法
改
正
草
案
を
説
明
す
る
政
府
委
員
と
し
て
も
、
戸
籍
法
改
正
に
直
接
関
わ
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
改
正
要
綱
の
条
文
化
・
草
案
起
草
は
、
民
法
の
起
草
委
員
・
幹
事
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
戸
戸
鏑
法
改
正
過
稀
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
最
初
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
「
第
一
・
第
二
・
第
三
の
流
れ
」
の
三
様
を
包
括
的
に
扱
っ
た
戸
籍
法
改
正
過
程
の
研
究
は
現
時
点
ま
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
ま
で
戦
後
占
佃
期
以
後
に
つ
い
て
は
、
戸
瀞
法
改
正
史
の
み
な
ら
ず
、
戸
繍
法
全
般
の
（７） 
研
究
も
主
に
比
法
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
た
め
、
そ
の
問
題
関
心
の
肘
樫
に
人
口
釛
態
調
査
が
〈
団
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
面
法
学
志
林
鮒
一
○
三
巻
第
四
サ
ーハ
旧法届に出生証明室已は不要。また、左記の届書内容項目は詳細ではない。
新
法
施
行
脇
Ⅲ
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
川
生
届
に
お
け
る
出
生
証
明
書
の
添
付
幡
置
が
と
ら
れ
、
ま
た
一
九
四
六
年
一
○
【
川
一
日
施
行
の
司
法
省
令
の
内
容
を
ほ
ぼ
引
き
継
い
で
、
出
生
・
蛎
咽
・
離
峨
・
死
亡
凧
の
内
容
項
目
が
扣
当
（６） 
樫度に詳細化された。
（
３
）
研
究
山
上
の
問
題
点
Hosei University Repository
主
に
『
経
過
』
に
基
づ
く
そ
の
後
の
研
究
も
、
自
然
民
法
改
正
過
程
に
限
ら
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
竹
下
史
郎
の
助
力
を
得
て
、
民
法
改
正
過
樫
の
全
体
を
「
新
民
法
の
成
立
」
で
一
九
五
七
年
に
論
じ
た
の
み
な
ら
ず
、
民
法
上
の
「
氏
」
の
成
立
過
探
に
敢
大
な
関
心
（Ⅲ） 
を
寄
せ
、
こ
れ
を
詳
細
に
論
じ
た
岨
孝
一
す
ら
、
氏
と
悔
接
不
可
分
で
あ
る
一
仰
綴
法
改
正
過
樫
に
つ
い
て
、
耐
単
な
初
期
の
経
過
以
外
殆
ど言及がないことに象徴的に現れている。そして一九八○年代前半に至るまで、『経過」に代表される、公表された
一
次
・
二
次
史
料
に
腿
づ
く
民
法
改
正
過
程
の
研
究
が
一
定
の
水
蛾
に
達
し
た
後
、
若
干
の
停
滞
を
見
せ
る
巾
、
一
九
八
二
年
二
部
の
み
八
三
年
）
に
戸
藩
法
改
正
過
樫
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
一
次
史
料
、
す
な
わ
ち
改
正
諸
草
案
と
こ
れ
に
関
す
る
Ｇ
Ｓ
と
の
交
渉
過
程
記
（Ⅱ） 
録
が
公
表
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
注
目
・
分
析
し
、
民
法
と
の
関
わ
り
で
そ
の
全
貌
、
殊
に
「
家
」
制
度
廃
止
の
全
体
像
を
柵
（肥）
》えようという学究は現れなかったのである。
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
珊
法
改
旺
過
雁
（
六
）
（
扣
川
）
し
過
」
出
版
に
は
紙
上
参
加
‐
一因と考えて良かろう。
蒲
制
度
の
行
政
・
監
督
を
分
掌
す
る
司
法
省
民
事
局
民
事
二
課
の
青
木
ほ
か
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
我
妻
編
『
戦
後
に
お
け
る
民
法
改
正
の
経
過
』
二
九
五
六
年
）
は
、
民
法
／
戸
籍
法
双
方
に
つ
い
て
の
一
次
史
料
を
掲
載
し
て
い
る
代
表
的
な
文
献
で
あ
る
。
同
書
で
は
し
か
し
、
戸
研
法
改
正
過
偲
に
つ
い
て
は
、
初
期
の
要
綱
案
が
再
録
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
が
座
談
会
で
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
後
期
の
経
過
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
戸
簸
法
改
正
諸
草
案
及
び
Ｇ
Ｓ
と
の
交
渉
と
い
う
重
要
な
も
の
を
含
む
後
期
の
一
次
史
料
は
、
起
草
・
交
渉
に
直
接
関
わ
ら
な
か
っ
た
『
経
過
』
の
編
者
・
座
談
会
出
席
者
の
手
元
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
一
つ
に
は
、
後
期
の
戸
籍
法
改
正
過
程
に
関
与
し
た
奥
野
も
、
同
書
の
テ
ー
マ
は
あ
く
ま
で
「
民
法
改
正
」
で
あ
る
（９） 
か
ら
、
多
く
を
韮
呵
る
の
は
、
場
所
を
弁
え
て
遠
慮
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
戦
前
よ
り
一
Ｐ
粥
法
を
詳
し
く
論
じ
た
来
栖
は
同
『
経
過
」
出
版
に
は
紙
上
参
加
し
た
の
み
で
あ
り
、
ま
た
戸
廠
法
改
正
過
程
に
深
く
関
係
し
た
川
島
は
、
こ
れ
に
全
く
関
わ
っ
て
い
な
い
の
も
、
Hosei University Repository
あ
っ
た
。
法
学
志
休
第
一
○
三
巻
第
四
号
八
次
に
、
第
二
・
第
三
の
流
れ
に
つ
い
て
も
、
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
唖
山
を
推
測
し
て
お
く
。
民
法
改
正
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
戸
締
法
改
正
の
離
水
方
針
は
、
や
は
り
民
法
改
正
と
ｎ
棟
に
、
「
述
恋
［
状
態
］
の
回
避
の
た
め
の
、
主
に
家
制
庇
／
列
女
不
平
等
な
ど
（川）
の
廃
止
」
、
乃
至
「
新
憲
法
に
照
ら
し
て
違
憲
な
条
項
は
こ
れ
を
速
や
か
に
改
正
す
る
こ
と
の
み
を
中
心
に
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「家」制度的要素の拠拭が主眼であった。従って、起草委員・幹事や、既に述べた通り従来民法津上画が中心であった
戸
綴
法
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
第
五
章
に
述
べ
る
人
口
動
態
調
査
・
統
計
の
精
密
化
、
公
閉
原
則
等
か
ら
生
ず
る
問
題
は
、
基
本
的
に
関
知する所ではなかったのである。こうして第二・第三の流れの一Ｐ薇法改正に関しては、起草委員・幹事が中心となっ
て
編
纂
さ
れ
た
司
縫
過
』
に
も
一
次
史
料
も
二
次
的
史
料
と
し
て
の
談
話
も
紹
介
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
、
研
究
史
上
も
殆
ど
扱
わ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
注
皿
の
一
次
・
二
次
史
料
が
公
表
さ
れ
て
後
も
、
研
究
状
況
は
さ
ほ
ど
変
化
し
な
い
ま
ま
今
日
に
至っている。
第
一
節
人
ｕ
動
態
統
計
の
精
帝
化
を
め
ぐ
る
戸
締
法
改
正
過
梶
Ｉ
改
正
過
程
（
一
）
一
九
四
六
年
三
月
’
一
○
月
一九四五年時点の川本の人口勅態調査と人口助態統計作成においては、戸濡制度の各枕凧脊を通して第一次雅礎デ
（Ⅱ） 
－
夕
を
収
災
す
る
こ
と
が
於
幹
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｐ
Ⅱ
Ｗ
が
、
戦
後
復
興
・
改
革
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
人
口劫態統計の精密化を企図した際に、これが起因となって戸繍法改正の「第二の流れ」をもたらしたことは必然的で
（旧）
この「第一一の流れ」の法改正を、時系列に見ておこう。
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三通りの指令書の内容は、三月付が、本籍地ではなく居住地ベースの人口動態統計の作成のための計画書を、同年
四月五日までに提出せよと指令する（瘻戸厨＆『のＣ扇Ｑ忌日［…］劃）もの、四月付が、右により提出された政府の四月
（四）
四日の計画書を承認し、この実行を政府に指令する（・・日ロの］：目の②の○・ぐのヨョの日一の日『の。（８（・［・・・］．．）もの、六
月
付
が
前
記
計
画
書
中
の
弓
実
際
の
居
住
地
』
を
〔
届
出
事
件
の
］
『
発
生
地
』
に
」
修
正
［
し
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
統
計
を
作
成
］
せ
よ
と
指
令
す
る
（
表
現
は
同
前
）
も
の
、
で
あ
っ
た
。
（、）
この実施の一環が、七月一日施行の司法省〈祠である。その改正点の主眼は、出生届・死亡届はそれぞれ出生地・死
亡
地
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（劃）
更に、同年八月一一六日に出されたＧＨＱの指令書は、前記計画書中の統計集計作業の実行を一九四七年一月から四
六
年
一
○
月
一
日
に
繰
り
上
げ
る
こ
と
を
指
令
す
る
（
英
文
表
現
は
同
様
）
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
○
月
一
日
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
日
（狸）
本側で出された同年九月七日公布の勅令、及び九月一一五日公布の司法省令（共に同年一○月一日施一、）による戸籍法
改
正
は
、
人
口
動
態
の
正
確
に
し
て
詳
細
な
把
握
を
目
的
と
す
８
日
：
⑫
る
も
の
で
、
出
生
・
婚
姻
・
離
婚
及
び
死
亡
届
の
項
目
が
従
（配）
一別（旧法）よりも格段に詳細にわたることになった。
こ
う
し
た
「
第
二
の
流
れ
」
の
戸
籍
法
改
正
に
関
与
し
た
ｌ
換
言
す
れ
ば
こ
の
改
正
を
受
け
て
統
計
の
精
密
化
・
正
確
化
に
努
め
る
目
的
を
持
っ
た
ｌ
委
員
会
が
三
つ
あ
る
。
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
締
法
改
正
過
擢
（
六
）
（
伽
Ⅲ
）
九
一四日付、同年四ｍ（肥）
これが実施された。
（川）
強制力を伴う「指令書」により強力なイニシャティヴを取ったのは、ＧＨＱであった。ＧＨＱは、一九四六年一二月
（、）
四日付、同年四月一二日付、及び同年六月一五日付の指令書（ｏ一『の８ぐ。）を通して司法省に戸籍法の改正を命じ、
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先
ず
、
こ
の
改
正
作
業
と
並
行
し
て
、
内
閣
官
房
統
計
局
に
「
人
口
劾
態
統
計
に
関
す
る
委
員
会
」
が
新
設
さ
れ
、
同
一
九
四
六
年
七
月八日に第一凶が開催されている。（尚、同年一○Ⅱ一五日の第六凶から、「人口釛態統計改善に関する委員会」と改
称
。
）
こ
の
委
員
会
の
所
轄
事
項
は
、
主
に
戸
籍
届
脅
や
、
他
に
も
伝
染
病
の
届
出
な
ど
を
通
し
て
採
る
デ
ー
タ
項
目
の
決
定
、
即
ち
死
亡
胴
の
病
門
リ
ス
ト
の
粧
備
・
統
一
化
な
ど
、
更
に
デ
ー
タ
処
肌
プ
ロ
セ
ス
を
雅
倫
し
（
例
え
ば
役
所
の
戸
簸
係
・
衛
化
係
の
間
の
洲
（釧）
整
）
、
デ
ー
タ
の
流
れ
の
決
定
、
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
・
所
属
は
、
多
少
の
変
更
は
あ
る
が
、
（
以
下
主
要
な
者
の
み
名
指
し
ておく）第一回は厚生省の技官・事務官、司法省民事局原第二課長、赤塚事務官、内務省警察局・地方局の事務官、
統
計
局
川
島
局
長
、
福
永
人
口
課
長
、
瀞
査
課
長
、
吉
岡
博
人
二
東
京
女
子
医
専
）
」
〔
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
、
教
授
？
］
、
水
鳥
治
（鰯）
夫九州帝国大学［教授？］、森川優三描浜経済専門学校［教授９．〕、等であった。附仙期間は四七年六川までは確認で
き、また同年一二月には後述の厚生省の委員会に吸収統合された模様である。（後注（洲）参照。）
ま
た
、
右
記
改
正
実
施
後
、
こ
の
人
口
動
態
統
計
の
委
員
会
よ
り
三
ヵ
月
種
遅
れ
て
こ
れ
に
並
行
し
つ
つ
、
司
法
省
民
事
局
（
第
二
課）に「戸籍委員会」が新設され、同一○月二四日に第一回が開かれた。この委員会は幾度かの改組を経つつ何十年
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
（２）司法省民事局「戸籍委員会」
（１）内閣官房統計局「人口動態統計（改善）に関する委員会」
一
○ 
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統
計
精
密
化
の
一
環
と
し
て
は
、
厚
生
宵
に
も
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
「
公
衆
衛
生
に
関
す
る
委
員
会
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
一
九
四
七
年
四
月
一
日
の
第
一
回
を
初
め
と
し
、
第
四
回
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
人
口
動
態
調
査
の
所
轄
が
、
内
閣
統
計
局
か
ら
厚
生
省
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
内
閣
統
計
局
に
別
に
あ
っ
た
委
員
会
（
前
述
の
「
人
口
動
態
統
計
改
善
に
関
す
る
委
員
会
」
と
思
わ
（卵）
れ
る
）
は
壷
複
を
避
け
る
た
め
、
厚
生
省
の
こ
の
委
員
会
（
同
名
の
ま
ま
）
に
統
△
口
さ
れ
、
統
合
後
初
め
て
の
会
議
が
同
四
七
年
一
二
月
戦
後
古
納
期
の
民
法
・
戸
廠
法
改
正
過
程
（
六
）
（
扣
川
）
一一
（郡）
４
℃
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
フ
ェ
ル
プ
ス
は
、
第
一
回
以
後
殆
ど
の
会
議
に
出
席
し
て
き
た
が
、
第
一
九
回
、
一
九
五
一
年
（汀）
六月一一九円の出席が最後となった。「占領期」の一Ｐ籍委員会はこれを以て終了したことになる。本稿との関連では、
（鋼）
（”） 
第
一
回
か
ら
第
九
回
一
九
四
七
年
一
一
月
一
七
日
乃
至
、
第
一
○
回
一
九
四
八
年
二
ｍ
川
二
○
日
ま
で
の
会
議
が
意
味
を
持
つ
。
（弧）
こ
の
一
Ｐ
籍
委
員
会
の
所
轄
事
項
は
、
第
一
’
一
○
回
会
議
に
当
面
限
定
す
れ
ば
、
人
口
動
態
統
計
の
精
密
化
・
正
確
化
の
た
め
に
、
ま
ず
は
前
述
・
後
述
の
二
つ
の
統
計
に
関
す
る
委
員
会
の
要
請
に
応
じ
、
統
計
の
た
め
の
第
一
次
デ
ー
タ
の
採
り
入
れ
口
と
な
る
戸
溌
届
書
の
項
月
等
の
改
善
・
整
備
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
特
に
届
書
内
容
と
事
実
の
一
致
、
届
書
の
正
確
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
委
員
会
は
同
時
に
、
委
員
で
あ
る
志
士
爪
都
区
役
所
・
近
郊
県
内
の
市
役
所
の
戸
織
担
当
の
役
人
に
対
し
、
民
法
・
戸
瀞
法
改
正
の
予
定
・
内
容
を
司
法
省
民
事
二
課
か
ら
解
説
し
、
理
解
を
求
め
準
備
を
促
し
、
か
つ
改
正
に
対
す
る
意
見
を
吸
い
上
げ
る
等
、
実
務
サ
イ
ド
と
司
法
省
の
間
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
「
第
一
の
流
れ
」
の
改
正
に
関
し
て
も
参
（訓）
考となる。
（蛇）
（３）両岸小土肯「公衆衛生に関する委員会」
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以下では、「第一の流れ」、即ち憲法に促された民法上の「家」制度廃止に起因する戸籍法改正過程を見ていく。
一
九
四
六
年
七
月
二
日
、
臨
時
法
制
調
査
会
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
翌
一
二
日
に
は
司
法
法
制
審
議
会
第
一
回
総
会
開
催
と
な
っ
た
。
続
い
て
一
三
Ｈ
に
同
審
議
会
第
二
小
委
員
会
（
第
一
回
）
が
開
か
れ
、
民
扶
・
戸
繍
法
改
正
要
綱
案
／
法
案
の
起
草
委
員
会
、
枠
事
分
担
が
決
定
さ
れ
た
。
幹
事
が
三
班
に
分
け
ら
れ
、
Ａ
班
が
家
・
柵
続
・
戸
籍
法
（
描
川
正
俊
［
当
時
大
審
院
判
事
〕
・
村
上
朝
一
以
上
の
一
一
一
委
員
会
は
、
結
果
と
し
て
は
前
述
四
六
年
一
○
Ⅱ
一
日
施
行
の
戸
簸
法
改
正
よ
り
後
に
は
、
四
七
年
一
二
月
末
ま
で
の
本
楠
が
対
象
と
す
る
時
期
に
は
、
具
体
的
な
法
改
正
を
主
導
す
る
こ
と
は
な
く
、
旧
法
の
枠
内
で
統
計
の
精
密
化
・
正
確
化
を
目
的
と
し
て
制
度
の
改
善
を
図
ろ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
会
議
録
に
は
戸
籍
法
制
度
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
議
論
が
見
ら
れ
る
の
で
、
水
桶
の
関
心
対
象
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
以
下
適
宜
参
照
し
て
い
く
。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
一一一
（狐）
二日に開雌された。本稿との関係では翌一九四八年二月一一一一日の統合後第二回の会議までが関迦を持とう。
統
合
前
の
こ
の
厚
生
省
の
委
員
会
の
所
轄
事
項
は
、
予
防
医
療
・
医
療
一
般
・
公
衆
衛
生
と
関
わ
る
行
政
部
局
へ
の
統
計
供
与
（
㎡
日
，
冒庁－８］の⑦『ぐ－８⑫葛）であって、具体例としては罹病登録（報告）とこれに基づく統計作成、そのための医者による伝
（鋼）
染
病
の
届
出
・
報
告
や
体
制
整
備
、
ま
た
医
者
へ
の
情
報
提
供
・
管
理
監
督
等
で
あ
る
。
統
△
口
後
は
、
基
本
的
に
統
合
前
の
内
閣
統
計
局・〃〃生育の二委員会の機能を併せ持つこととなった。
第
二
節
改
正
初
案
ｌ
改
正
過
栂
（
二
）
一
几
四
六
年
七
月
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「
家
」
廃
止
の
点
を
含
む
民
法
改
正
要
綱
案
と
、
戸
瀞
法
第
１
次
改
正
草
案
は
、
双
方
と
も
昭
扣
二
一
年
七
月
一
五
日
か
ら
二
○
日
ま
で
の
民
法
改
正
要
綱
幹
事
案
作
成
の
中
で
、
Ａ
班
で
家
・
相
続
・
戸
籍
法
の
規
定
を
担
当
し
た
横
田
・
村
上
両
幹
事
に
よ
っ
て
起
案
さ
れ
た
。
各
班
の
分
担
に
注
目
す
れ
ば
、
戸
主
権
と
家
督
相
続
が
「
家
」
制
度
の
二
本
の
支
柱
ゆ
え
、
「
家
・
相
続
」
が
結
び
付
く
の
は
当
然
な
が
ら
、
こ
こ
に
別
法
に
も
拘
わ
ら
ず
「
戸
籍
法
」
が
並
列
さ
れ
た
の
は
、
「
家
」
と
「
戸
籍
」
の
密
接
不
可
分
性
を
改
め
て
証
左
し
て
〔
当
時
司
法
事
務
官
］
・
川
島
武
宜
［
当
時
東
京
大
学
法
学
部
教
授
］
の
三
幹
事
が
担
当
）
、
Ｂ
班
が
婚
姻
、
Ｃ
班
が
親
子
・
親
椛
・
後
見
・
親
族
会
・
扶
養
を
各
々
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
『
経
過
』
６
に
座
談
会
で
の
話
、
２
１
３
１
２
２
５
頁
が
具
体
案
の
再録。）
い
る
０ 
以下、
ていく。（以下、『経過』２１３頁）
民
法
改
正
要
綱
案
（
昭
和
二
一
・
七
・
二
○
）
（
幹
事
案
）
（
イ
）
Ａ
班
案
（
家
・
相
続
・
戸
籍
法
）
横
田
幹
事
村
上
幹
事
ｌ
民
法
上
の
「
家
」
を
廃
止
す
る
こ
と
。
［
強
調
和
田
］
第四編第二章［「戸主及ビ家族」の章］を削除する。
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
鰯
法
改
服
過
程
（
六
）
（
和
川
）
民
法
上
の
「
家
」
廃
止
を
巡
る
民
法
改
正
要
綱
案
と
戸
籍
法
改
正
草
案
・
要
綱
案
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
時
系
列
に
沿
っ
て
見
家
一
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と述べた後、改正要綱ではなく、直接戸籍法の改正の形で案が掲戦されている。注目すべき一次史料でありかつ短い
ので、全条文を掲げておくが、「戸主」「家族」（対比すれば、現行民法に「親族」はあっても「家族」の文字／表現
が皆無であるのは周知の通り）が「戸主ノ氏」の語を残し、「戸主ノ同意」「戸主卜為ル［…］順序」をも規定し、し
かも後者は明文で「男ヲ先ニス」かつ「年長者ヲ先ニス」との明文がある。加えて、当時の民法の対応条文番号が記
入され、民法上は廃止する制度規定をそのまま戸籍法に持ち込む意図が明白である。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
一四
「民法上の」「家」の廃止は明一不された。これと対照的に、戸籍法上の「家」は、（氏を「家の氏」とせず、「戸主ノ
氏
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
家
」
の
呼
称
は
一
応
廃
す
る
趣
旨
と
雌
定
さ
れ
る
も
の
の
）
そ
の
ま
ま
存
慨
さ
れ
る
案
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
前
記
１
，
２
に
続
く
５
と
し
て
、
「［同〕５戸斬は現行の形式を維持すること。」（『経過』二一四頁）
鋪
九
条
ノ
ー
戸
主
ノ
戸
籍
ニ
在
ル
者
ハ
其
家
族
ト
ス
（
民
七
三
二
）
家
族
ハ
戸
主
ノ
氏
ヲ
称
ス
（
民
七
四
六
）
第
九
条
ノ
三
子
ハ
父
ノ
戸
籍
二
人
ル
二戸繍法第
二
章
一
風
第九条（現行法通） 戸鰯
及
上
戸
耕
苅
Hosei University Repository
七
其
仙
ノ
家
族
前
項
ノ
順
序
同
シ
キ
者
ト
ノ
間
二
在
リ
テ
ハ
左
ノ
規
定
ニ
従
う
戦
後
占
師
剛
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
六
）
（
和
田
）
六
其
他
ノ
親
族
二
配
偶
者
三
兄
弟
姉
四
兄
弟
姉
五
直
系
噂
父ノ知レサル子ハ母ノ戸籍二人ル（民七三三）
第
九
条
ノ
凹
斐
ハ
婚
姻
二
因
リ
テ
夫
ノ
戸
締
二
人
ル
但
蛎
姻
卜
同
時
二
当
蛎
者
力
反
対
ノ
意
思
ヲ
表
示
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
夫
ハ
妻ノ戸締二人ル（民七八八）
第
九
条
ノ
五
夫
力
他
ノ
戸
籍
二
入
り
又
ハ
夫
二
付
新
戸
籍
ヲ
編
製
ス
ル
ト
キ
ハ
妻
ハ
之
二
随
上
其
戸
籍
二
人
ル
第
九
条
ノ
六
養
子
ハ
養
子
縁
組
二
因
リ
テ
護
親
ノ
戸
織
二
人
ル
（
民
八
六
一
）
第
九
条
ノ
セ
婚
姻
又
ハ
獲
子
縁
組
二
因
リ
テ
他
ノ
戸
縦
二
入
リ
タ
ル
者
ハ
離
婚
、
離
縁
又
ハ
婚
姻
着
ク
ハ
縁
組
ノ
解
消
二
因
リテ婚姻又ハ養子縁組ノ当時ノ戸繍二復繍ス（民七三九）
前項ノ規定ニ依り復籍スヘキ戸籍ナキ者二付テハ新戸籍ヲ編製ス（民七四○）
第九条ノ八戸主ノ親族又ハ家族ノ直系血族一一シテ他ノ戸籍ニ在ル者ハ戸主ノ同意ヲ得テ其戸籍二入ルコトヲ
得（民七三七、七三八）［…］
第
九
条
ノ
十
戸
主
力
死
亡
シ
若
ク
ハ
国
籍
ヲ
喪
失
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
婚
姻
、
養
子
縁
組
其
他
ノ
事
由
二
因
リ
テ
他
ノ
戸
籍
二
人
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
家
族
ハ
左
二
褐
ケ
タ
ル
順
序
二
従
上
戸
主
卜
為
ル
｜
直
系
卑
属
直
系
尊
属
兄
弟
姉
妹
兄
弟
姉
妹
ノ
直
系
卑
屈
一
五
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と
し
、
後
掲
で
４
に
つ
い
て
同
一
の
文
言
で
「
第
千
一
条
ノ
ー
」
に
規
定
し
、
か
つ
「
第
千
百
三
十
二
条
第
三
項
」
で
、
同
所
有
権
は
遺
留
分
の
算
定
に
関
し
て
は
そ
の
価
額
を
参
入
し
な
い
、
と
規
定
す
る
法
文
案
を
起
草
し
て
い
る
。
この民法改正要綱案と戸籍法改正案を併せ見ると、その意図は、民法上の「家」「戸主」「戸主権」、家督相続を廃
こ
の
後
す
ぐ
、
相
続
の
民
法
改
正
要
綱
案
が
続
け
ら
れ
る
。
経
過
規
定
改
正
法
施
行
ノ
際
従
前
ノ
規
定
一
一
ヨ
リ
戸
主
又
ハ
家
族
ダ
ル
者
ハ
改
正
規
定
二
依
ル
戸
籍
ノ
戸
主
又
ハ
其
家
族
卜
為
ル
モ
ノ
ト
ス
改
正
法
施
｛
、
肌
従
前
ノ
現
定
依
り
編
成
シ
タ
ル
戸
籍
ハ
改
正
規
定
ニ
依
り
編
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
（以上、『経過』２１４頁）
二
相
続
４
系
譜
、
含経過」２．
F戸ｌ
： ￣
 璽鑿鑿紫号ノノ,峰、二同異林
掲シリ節
ケキタータ者ルＱ
ルノ者二事間ノ巻
項二間第
同在二［リリシリ在号
キテリ
者ハテ
ノ男ハ
'１１１ヲ近
二先キ
在二者
リスヲ
テ先
'、二
11二ス
長
者
ヲ
クヒ
ニ
ス
iii 
項
第
七
号
二
ＩＩＪ 
ケ
タ
ル
者；
ニ
ト↑
キ
亦 六
同
シ
家
督
相
続
を
廃
止
し
相
続
は
財
産
相
続
の
み
と
す
る
こ
と
。
譜、祭具及び墳墓の所有権は慣習に従ひ祖先の祭祀を主宰すべき相続人に専属するものとすること。
２１４頁）
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しているにも拘わらず、「戸籍」、及び戸籍上の「戸主」等はそのまま残す、ということである。民法により戸主権・
戸
主
の
（
扶
養
等
の
）
義
務
の
実
体
は
排
除
さ
れ
て
お
り
、
戸
繍
法
上
の
戸
主
に
は
戸
廠
編
製
方
法
に
つ
い
て
の
同
意
の
権
利
が
あ
る
の
み
（
節
九
条
ノ
ハ
）
で
あ
り
、
男
子
・
年
長
者
優
先
の
新
戸
主
決
定
方
法
も
、
手
続
的
に
は
と
も
か
く
何
等
突
体
的
椛
能
の
な
い
地
位
に
（弧）
関する規定と解すれば、この一Ｐ綴法案の童点は一応戸繍編製の方法にとどまるものと一一一一口える。
こ
の
案
に
つ
き
、
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
に
行
わ
れ
た
座
談
会
で
、
こ
れ
を
起
草
し
た
幹
事
の
横
川
・
村
上
は
我
妻
の
コ
メ
ン
トを挟んで、こう述べている。（『経過』一九’二○頁、和田による傍線部に注意）。
い
批
判
を
受
け
ま
し
た
。
家
族
制
度
の
匂
い
が
非
常
に
澱
い
と
い
う
こ
と
‐
非常に複雑な規定を置かなければならないというような点から、
６
の
に
改
め
る
と
い
う
ふ
う
に
起
草
委
員
会
で
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
点
は
要
綱
に
は
賊
せ
な
い
で
、
な
お
将
来
の
研
究
問
魎
と
こ
の
点
は
戸
籍
は
現
行
の
形
式
を
推
待
す
る
こ
と
と
い
う
の
を
一
応
の
案
と
し
て
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
や
は
り
親
族
の
続
柄
を
あ
る
範
朋
把
握
す
る
に
は
、
そ
の
当
時
の
法
律
に
あ
る
よ
う
な
戸
籍
の
制
度
が
適
当
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
、
こ
う
い
う
案
を
立
て
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
は
後
に
起
草
委
員
会
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
い
う
ふ
う
に
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
か
な
り
後
ま
で
要
綱
に
は
川
な
い
で
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
六
）
（
伽
田
）
の
案
を
立
て
ま
し
た
と
き
は
、
氏
と
い
う
も
の
も
む
し
ろ
同
戸
籍
の
者
が
同
じ
氏
を
称
す
る
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。
そ
う
し
て
、
横
川
［
…
］
そ
れ
か
ら
戸
籍
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
の
家
の
問
題
と
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
す
が
、
家
族
制
度
の
匂
い
が
非
常
に
澱
い
と
い
う
こ
と
と
、大
体
戸
藷
に
つ
い
て
は
夫
婦
・
親
子
を
中
心
と
し
た
、
こ
の
点
は
後
に
起
草
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
晩
戸
蒲
に
つ
い
て
旧
法
の
実
体
規
定
と
同
じ
よ
う
な
一
七
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こ
の
「
川
島
幹
事
」
よる傍線部に注目）
個
人
で
別
々
に
カ
ー
ド
式
の
画
苛
分
登
録
に
す
れ
ば
よ
い
、
と
考
え
て
お
り
、
起
草
委
員
や
幹
事
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
も
そ
う
し
た
意
見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
、
［
…
］
［
既
に
引
用
し
た
七
月
二
○
日
の
］
「
戸
主
」
と
い
う
名
さ
え
も
残
［す］［…］案すらあり、これが改正第一次案となったのです。〔…］私はちょうどそのころ、多分病気（眼底
出血）で参加できなかったからかとも思いますが、この案には名を連ねておりません。
カ
ー
ド
式
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
戸
籍
を
全
て
別
の
紙
に
書
き
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
当
時
の
司
法
省
の
人
の
発
言
、
つ
ま
り
紙
が
不
足
し
て
い
て
実
現
不
可
能
［
和
田
注
後
述
］
、
と
い
う
の
も
あ
る
程
度
は
事
実
か
も
知
れません。莫大な経費がかかったでしょう。今と違って、政府予算は少なかったですし、その頃の本の紙の質
を見てみれば分かると思いますが、本当に紙が不足していました。
当
初
［
和
田
注
前
後
関
係
よ
り
、
七
月
二
○
日
よ
り
前
〕
私
は
、
家
制
度
を
全
廃
す
る
の
だ
か
ら
戸
籍
も
総
て
廃
止
し
、
個
人
我
妻
資
料
の
中
に
戸
箭
法
の
改
正
の
試
案
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
戸
籍
の
上
で
は
戸
主
と
い
う
名
前
を
残
そ
う
と
い
う
考
え
方だったのですかね。
村
上
現
在
、
戸
籍
の
筆
頭
者
と
い
わ
れ
て
い
る
者
に
戸
主
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
、
そ
の
他
の
者
に
家
族
と
い
う
名
前
を
っ
描
川
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
川
島
幹
事
な
ど
の
カ
ー
ド
式
で
一
人
一
人
に
つ
い
て
戸
籍
を
つ
く
る
と
い
う
案
と
の
非
常
な
違
い
で
、
現
（
口
法
の
も
の
が
結
局
そ
の
中
間
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
す
。
「家」の観念を温存することになるという批判を受けたわけです。
け、氏というものを実体法上の観念でなく戸籍法上の観念とするつもりでした。戸主といっても戸籍を引用す
る
た
め
の
便
宜
上
、
筆
頭
に
書
か
れ
る
者
を
戸
主
と
呼
ぶ
と
い
う
位
の
軽
い
気
持
で
し
た
が
、
従
来
の
形
や
呼
称
を
残
す
こ
と
が
（師）
「川島幹事などのカード式［：．］案」については、川島とのインタビューで詳細が述べられている。（和田に
法
学
志
林
輔
一
○
三
巻
第
四
号
一
八
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当
初
の
原
案
で
あ
っ
た
と
い
う
「
カ
ー
ド
式
」
か
ら
七
月
二
○
日
の
幹
事
案
、
そ
し
て
九
月
の
要
綱
案
へ
、
と
編
製
方
法
案
が
変
化
す
る
子
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
和
田
に
よ
る
、
起
草
幹
事
の
一
人
で
あ
っ
た
来
栖
三
郎
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
（弧）
ているので、その中の該当部分を引用する。（和田による傍線部に注意）
様
に
思
う
。
）
当
時
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
は
拙
速
主
義
で
あ
っ
て
、
但
し
、
と
も
か
く
新
憲
法
に
反
す
る
条
項
は
削
除
・
改
正
か
く
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
た
も
の
を
考
え
ろ
」
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ド
式
に
し
な
い
場
合
、
残
っ
た
問
題
は
編
製
単
位
と
し
て
三
世
代
以
上
も
認
め
る
か
、
二
世
代
迄
に
限
る
か
、
で
あ
っ
た
。
問
題
と
な
っ
た
一
点
を
挙
げ
る
。
三
世
代
以
上
を
認
め
る
編
製
の
場
合
を
考
え
る
。
戸
籍
の
最
初
に
記
赦
さ
れ
る
父
母
双
方
が
（鋤）
死亡すると、子供のみがその同一一Ｐ謡に残ることになり、問題である。
す
る
、
と
い
う
の
が
大
原
則
・
原
理
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
戸
籍
法
で
も
、
「
原
則
と
し
て
二
世
代
迄
に
限
る
戸
籍
編
製
単
位
な
妻
先
生
か
ら
「
戸
籍
編
製
単
位
の
構
成
を
考
え
ろ
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
川
島
案
へ
の
対
案
を
考
え
ろ
、
と
い
う
こ
ら
ば
新
憲
法
に
は
反
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
、
「
夫
婦
及
び
子
其
の
他
民
法
に
依
り
之
と
氏
を
同
じ
く
す
る
者
（
配
偶
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
繍
法
改
服
過
程
（
六
）
（
和
田
）
一九
結局、我妻先生は、リベラルな個人別編製は採川されなかった。（因みに、私個人の印象では、学者ではも
う
一
人
の
起
草
委
員
で
あ
ら
れ
た
中
川
先
生
は
穏
や
か
な
人
で
、
余
り
発
言
さ
れ
な
か
っ
た
。
我
妻
先
生
の
発
言
権
が
強
か
っ
た
と
で
あ
る
。
「
従
来
の
戸
籍
を
、
川
島
案
の
個
人
別
編
製
の
カ
ー
ド
式
の
様
に
大
き
く
変
革
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
や
わ
ら
原
案
を
川
島
先
生
、
村
上
さ
ん
の
二
人
で
作
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
原
案
は
川
島
先
生
の
個
人
別
編
製
で
、
一
枚
の
紙
に
一
人
に
つ
いてのみ記載するので、いわばカード式であった。［和田注こうした原案は史料上は未発見である。］
し
か
し
、
起
草
委
員
会
（
委
員
・
幹
事
含
む
）
の
中
で
も
、
気
持
ち
が
色
々
な
人
で
違
っ
て
い
て
、
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
。
ｌ
 
私自身はどちらかというと、個人別編製で良いと思っており、川島案への同調者であった。しかし、私も我
起
草
委
員
・
起
草
幹
事
の
内
部
で
、
戸
籍
の
編
製
単
位
を
何
に
す
る
か
で
す
っ
た
も
ん
だ
の
問
題
が
あ
っ
た
。
戸
籍
法
案
は
、
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和田による補足）。
桟妻の言及する坂野の発言は、次の臨時法制調査会の議事録のものである。
（Ⅲ） 
臨
時
法
制
調
査
会
第
三
部
会
議
事
録
（
法
制
局
保
管
）
［
司
法
法
制
審
議
会
］
第
二
回
第
二
小
委
員
会
昭
抓
一
二
、
七
、
三
○
（
火
）
以上、（釆栖発言の厳密性につき、前注の通り若干の留保を付したうえで、一応これに従うと）総合すれば四六年
改正要綱案に結果的には載ることになる原則で宜しい、ということにしたはずだと思う。
この議論の結果については、村上も前発言を補って、経緯を解説する（『経過』六九’七○頁、傍線和田、［］は
（Ⅱ）家ヲ廃止スルトセバ、ソノ手続ハ如何ニスルカ（武田［武田キヨ、衆議院議員］）
（皿）戸籍ノ処理ハ非常二困難デアルノデ一応現状トシ、将来ハ婚姻ニョッテ｜家ヲ連テ之二子ヲツヶテ行ク
（妃）
方
式
ヲ
ツ
ッ
テ
ハ
如
何
力
卜
考
フ
（
結
局
国
民
登
録
ヲ
シ
テ
行
ク
コ
ト
ニ
ナ
ル
）
（
坂
野
）
く
っ
た
わ
け
で
す
。
我
妻
そ
う
。
坂
而
だ
ろ
う
と
。
［
…
］
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
二○
者ある者を除く）を単位としてこれを編成することを原則とする」という、［昭和二一年九月上旬の］戸籍法
す
で
に
そ
う
い
う
方
針
が
き
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
方
針
を
受
け
て
〔
九
月
上
旬
に
、
後
述
の
］
戸
籍
法
改
正
要
綱
案
を
っ
Ｉ
 
Ｆ１ 
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戸
ｉ 
ﾛ｡ 
坂
野
さ
ん
が
前
に
何
か
の
機
会
で
そ
う
い
う
こ
と
を
い
， 
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ＥＩ 
Ｉ＝ 
、
Hosei University Repository
考え得る。
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
（⑬〉
（
１
）
ま
ず
、
川
島
・
横
田
・
村
上
の
Ａ
班
は
、
川
島
が
主
唱
し
た
個
人
別
編
製
を
原
案
と
し
つ
つ
も
、
全
員
の
賛
成
す
る
所
と
は
な
らなかった（所引横田，川島・来栖各発言）。
（２）結局、七月二○日の段階では、これとは対照的な、横田・村上の二幹事による前述の「戸主」を存置する要
綱
案
（
幹
事
案
）
が
作
成
、
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
起
草
委
員
会
で
、
「
家
族
制
度
の
匂
い
が
非
常
に
濃
い
」
、
「
非
常
に
複
雑
な
規
定
」
が
必
要
と
な
る
、
と
の
「
鋭
い
批
判
を
受
け
」
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
（
所
引
織
川
発
言
）
。
（
３
）
そ
の
後
、
我
妻
が
主
導
的
で
あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
七
月
二
二
’
二
七
日
の
起
草
委
員
会
で
は
、
編
製
単
位
と
し
て
三
世
代
以上を認めるか、二世代以下に限るか、につき議論が交わされたが、「大体［…］夫婦と［…］これと氏を同じくす
る未婚の子とを単位とする」ことになった（村上の後者発言）（横田・来栖発一一一一口も参照）。七月一一一○日の第二小委員会
で
、
主
査
坂
野
千
里
（
当
時
南
上
原
控
訴
院
長
、
『
経
過
』
１
０
６
頁
）
も
こ
れ
で
よ
し
と
予
想
し
て
い
た
（
我
妻
発
言
も
見
よ
）
。
し
か
し、この七月末時点では「この点は要綱には戦せないで、［…〕将来の〔…］問題と」し（横川発言）、結局九月上旬
の
戸
籍
法
改
正
要
綱
第
一
・
二
次
案
に
初
め
て
艦
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
こ
れ
は
正
に
「
大
体
」
の
案
で
あ
っ
て
、
実
際
の
（例）
要綱案の編製法では一一一世代に亙る一戸籍出現の例外があったことは後述する。
（
２
）
結
局
、
七
月
二
○
日
の
段
階
で
は
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
、
横
田
・
村
上
の
二
幹
事
に
よ
る
前
述
の
「
戸
主
」
を
存
置
す
る
要
綱
案
（
幹
事
案
）
が
作
成
、
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
起
草
委
員
会
で
、
「
家
族
制
度
の
匂
い
が
非
常
に
濃
い
」
、
「
非
常
に
複
雑
な
規
定
」
が
必
要
と
な
る
、
と
の
「
鋭
い
批
判
を
受
け
」
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
（
所
引
織
川
発
言
）
。
（
３
）
そ
の
後
、
我
妻
が
主
導
的
で
あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
七
月
二
二
’
二
七
日
の
起
草
委
員
会
で
は
、
編
製
単
位
と
し
て
三
世
代
以上を認めるか、二世代以下に限るか、につき議論が交わされたが、「大体［…］夫婦と［…］これと氏を同じくす
る未婚の子とを単位とする」ことになった（村上の後者発言）（横田・来栖発一一一一口も参照）。七月三○日の第二小委員会
で
、
主
査
坂
野
千
里
（
当
時
東
原
控
訴
院
長
、
『
経
過
』
１
０
６
頁
）
も
こ
れ
で
よ
し
と
予
想
し
て
い
た
（
我
妻
発
言
も
見
よ
）
。
し
か
し、この七月末時点では「この点は要綱には戦せないで、［…〕将来の〔…］問題と」し（横川発言）、結局九月上旬
の
戸
籍
法
改
正
要
綱
第
一
・
二
次
案
に
初
め
て
艦
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
こ
れ
は
正
に
「
大
体
」
の
案
で
あ
っ
て
、
実
際
の
九
月
上
旬
の
第
一
次
戸
籍
法
改
正
要
綱
案
成
立
以
前
迄
の
経
過
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
起
草
委
員
会
で
は
、
戸
籍
編
製
原
理
が
大
問
題
七月末から九月上旬迄、編製原則を要綱に入れなかった理由は、一点は既述の通り史料上明白であり、更に三点程
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
職
法
改
正
過
程
（
六
）
（
和
川
）
一一一
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（
２
）
や
や
戦
略
的
な
皿
山
。
臨
時
法
制
調
査
会
・
司
法
法
制
瀞
議
会
で
審
議
中
で
あ
っ
た
民
法
上
の
「
家
」
の
存
廃
に
関
連
し
て
、
「家」存置論者から廃止方針に反論が出た場合、説得の方法として、起草者側は「氏」と戸籍に「家」類似制度は残
（妬）
す
（
両
方
法
が
あ
る
こ
と
は
本
章
・
序
の
通
り
）
の
で
問
題
な
い
、
と
い
う
論
法
が
考
え
ら
れ
、
実
際
採
ら
れ
て
い
た
。
「
氏
」
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
問
題
ゆ
え
次
の
（
３
）
の
通
り
一
応
条
文
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
戸
籍
法
の
方
は
、
そ
の
内
容
を
決
め
ず
に
、
存
置
論
者
の
出
方
次
第
で
柔
軟
に
対
応
可
能
な
「
緩
衝
在
庫
」
と
し
て
と
っ
て
お
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（３）より現実的な立法技術上の理由。審議中の「家」の存廃、その具体内容の決定に、所論の通り旧法下で個々
の「家」を定義していた戸籍の編製原理は大きく左右される。民法改正要綱の釛向を見守っていた訳である。事実、
民法は条文数が多いこと、及び時間的余裕がないことから、要綱決定を待たずに「家」の廃止を前提に条文起草作業
法
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志
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（
１
）
改
正
手
続
き
上
の
理
由
。
村
上
に
よ
れ
ば
「
戸
籍
法
は
、
始
め
は
法
制
審
議
会
な
り
調
査
会
に
か
け
ず
に
、
司
法
省
だ
け
で
立
案するつもりでやっていた［…］」（『経過』６９頁）。しかし後に審議会・調査会に結局かけられた（詳細次筋）こと
か
ら
見
て
も
、
民
法
を
直
接
の
対
象
と
し
て
審
議
会
第
二
小
委
員
会
（
こ
の
下
に
起
草
委
員
会
が
置
か
れ
た
）
は
一
義
的
に
戸
籍
法
を
そ
の
対
象
外
と
し
て
は
い
な
い
。
因
み
に
「
臨
時
法
制
調
査
会
官
制
」
の
第
一
条
は
「
臨
時
法
制
調
査
会
は
内
閣
総
理
大
臣
の
監
督
に
属
し
、
〈幅）
その諮問に応じて、意法改正に伴ふ諸般の法制の整備に関する重要事項を調査審議する。」とあるので、調査〈琴にか
け
る
か
否
か
は
、
戸
籍
法
が
こ
の
「
重
要
事
項
」
に
該
当
す
る
か
否
か
、
の
解
釈
に
か
か
る
。
結
局
該
当
す
る
、
と
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が、民法・戸籍法改正作那菜の一体性から言えば、坂岬の噛めたとおり（『経過』同６９頁、後述）対象として当然で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
実
体
的
な
理
由
は
、
次
の
（
２
）
（
３
）
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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ま
ず
、
第
三
皿
司
法
法
制
瀞
議
会
第
二
小
委
員
会
に
先
立
ち
、
そ
の
準
備
と
し
て
九
Ⅱ
爪
日
付
で
起
草
委
且
会
に
よ
り
要
綱
案
が
起
案
され、これに語句訂正（二簡所のみ、所引）・小さな内容補正（一箇所のみ）を加えて、九月七日付案が同日の小委
員会に提出された。その経緯は次の通りである会経過」６９頁、傍線は和田、以下同）。
村
上
戸
簸
法
は
、
初
め
は
法
制
審
議
会
な
り
調
査
会
に
か
け
ず
に
、
司
法
省
だ
け
で
立
案
す
る
つ
も
り
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
民
法
の
改
正
に
関
述
し
て
戸
籍
法
の
改
正
は
大
体
ど
う
い
う
方
向
へ
向
っ
て
や
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
同
時
に
審
議
会
に
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
漸
法
改
正
過
陛
（
六
）
（
柳
川
）
一一一一一
を始めていたのであるが、要綱の「家」の存廃の問題がなかなか決着せず、「家」存置となった場合には改正条文草
（、）
案
が
全
く
無
駄
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
た
。
こ
れ
こ
そ
、
起
草
委
員
・
幹
事
た
ち
の
大
き
な
悩
み
の
種
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
改
正の対象であった明治民法第四・五編の総条文数が概略四二二条（改正後は一一一二○条）、と多かったとは言え、当時
の戸籍法条文も一八六条（改正後は、三・四章で述べる経緯もあり、大幅削減して一四三条）と改正前で民法の四割
（州）
強、冗判弱はあったのであり、民法はともかく、｜Ｐ廠法は待って無駄を避けよ・ソ、との思惑もあったであろう。
第
三
節
改
正
要
綱
案
と
そ
の
成
立
ｌ
改
正
過
蝿
（
三
）
一
九
四
六
年
九
月
一九四六年九月以降の要綱・草案は、「戸主」を残し明治民法の「家」に関する規定を戸籍法にほぼそのまま移し
て
来
る
七
月
二
○
日
案
と
は
基
本
的
構
成
・
発
想
上
断
絶
し
て
お
り
、
起
案
・
起
草
方
針
に
一
応
の
一
貫
性
が
見
ら
れ
る
。
本節では、九川上幻の戸廠法改正要綱案とこれに関する改正過侃途上の議論を見た上で、簡単に慨柄する。
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九
月
七
日
の
小
委
員
会
で
は
「
家
」
に
絡
む
戸
籍
制
度
に
つ
い
て
興
味
深
い
議
論
が
出
た
（
所
引
後
述
）
が
、
要
綱
案
に
は
修
正
な
く
、
そ
の
ま
ま
二
日
の
司
法
法
制
審
議
会
提
出
さ
れ
、
結
局
九
月
七
日
付
案
が
修
正
な
く
二
日
付
の
司
法
法
制
審
議
会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
要
綱
案
の
具
体
的
な
内
容
を
見
て
い
く
。
雪国 第一戸
廠
は
市
町
村
の
区
域
内
に
本
瀞
を
定
め
た
る
背
に
付
き
夫
婦
及
び
子
其
の
他
民
法
に
依
り
之
と
氏
を
同
じ
く
す
る
者
ｌ
 
（配偶者あるものを除く）を単位として之を編成するを原則とする一」と。
（
ァ
）
戸
篇
法
改
正
要
綱
案
（
昭
和
二
一
・
九
・
五
）
（
起
草
委
員
会
）
（伯）
（ィ）一Ｐ瀞法改正要綱案（昭和一一一・九・七）
（
ウ
）
戸
籍
法
改
正
要
綱
案
（
昭
和
二
一
，
九
・
一
一
）
（
司
法
法
制
審
議
会
決
議
）
（（ァ）（ウ）は、『経過』二一一一八’二四○頁。（イ）（ウ）は完全に同文。また、（ァ）と（イ）Ⅱ（ウ）の相
違
を
案
文
中
に
示
す
が
、
そ
れ
以
外
は
断
り
な
い
限
り
三
案
同
文
。
）
か
け
た
方
が
い
い
と
い
う
坂
野
さ
ん
の
強
い
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
て
、
九
月
の
初
め
に
大
急
ぎ
で
幹
鞭
案
を
つ
く
っ
て
、
九
Ⅱ
五
日
・
六
日
の
起
草
委
員
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
う
し
て
九
月
七
日
の
小
委
員
会
に
か
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
婚
姻
又
は
養
子
縁
組
に
因
り
氏
を
改
め
た
る
者
が
離
婚
、
離
縁
又
は
婚
姻
若
は
縁
組
の
取
柄
に
因
り
婚
姻
［
又
は
縁
組
＊
］
前
の
氏
に
仮
す
る
場
合
に
於
て
蛎
刎
又
は
縁
組
の
当
時
の
戸
瀞
が
既
に
戸
繍
輝
の
り
除
か
れ
た
る
と
き
［
和
川
注
＊
は
九
月
五
日
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
九
月
七
／
二
日
に
は
入
っ
て
い
る
が
、
自
明
の
通
り
当
然
入
る
べ
法
学
志
休
第
一
○
三
巻
第
四
号
新
戸
籍
の
編
製
は
左
の
場
合
に
於
て
為
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
戸
略
Ｌ＿」
二
四
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更
に
、
こ
の
九
月
七
川
案
を
審
議
し
た
、
司
法
法
制
瀞
議
会
の
識
事
録
を
見
よ
う
。
ガ如何（栗林幹事）
符
親
ノ
綴
卜
続
ケ
ー
戸
薪
法
改
正
要
綱
第
三
回
［
司
法
法
制
審
議
会
］
第
二
小
委
員
会
昭和二一、九、七、（土）［…］
第七屈諜其の他の諜賊に戸籍の表示を必要とする場合に於ては戸薪に記城したる者の巾箪頭の者の氏名及び
本
籍
を
以
て
之
を
表
示
す
る
も
の
と
し
、
其
の
背
の
死
亡
［
傍
線
部
九
月
五
日
、
九
月
七
川
・
二
日
は
「
を
戸
瀞
よ
り
除
き
た
る
』
後
も
亦
同
じ
き
も
の
と
す
る
こ
と
。
〔一一一、
［・・・］
第
五［ＯＯＤ］ 
（
３
）
戸
耕
〃
分
力
レ
テ
行
ク
ノ
デ
扶
養
ノ
義
務
モ
又
俄
椛
担
保
ノ
面
モ
不
安
定
ト
ナ
ル
ガ
之
二
対
シ
対
筑
ナ
シ
ト
断
ゼ
ザ
ル
ソ
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
六
）
（
和
田
）
二五
唯シタィ（我妻）〔強調和川、以下同〕
（２）婚姻ニョリ新戸籍ヲ起スコトトナル為一一世帯ヲ同ジクシテヰルトキ等ハ却テ現状ト齪踊スルコトトナル
答
現
行
ノ
氏
ノ
変
更
デ
ハ
不
可
能
デ
ァ
ル
ガ
人
夫
幡
姻
等
モ
ァ
リ
家
ノ
観
念
ハ
存
ス
ル
ノ
デ
新
シ
ク
立
案
ノ
際
二
Ⅲ
セ
テ
考
親
ノ
綴
卜
続
ケ
テ
綴
ル
コ
ト
ト
ス
（
坂
野
）
き
で
あ
り
、
前
者
で
は
単
に
入
れ
落
と
し
た
か
、
『
経
過
』
作
成
の
際
の
誤
植
の
可
能
性
も
あ
る
］
四、瓦は略〕
成
年
者
は
分
籍
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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そ
し
て
、
同
年
一
○
月
二
三
・
二
四
日
に
か
け
て
開
か
れ
た
臨
時
法
制
調
査
会
第
三
回
総
会
で
も
、
民
法
改
正
要
綱
と
同
時
に
、
戸
籍
（鉈）
法
改
正
要
綱
は
こ
の
ま
ま
決
定
さ
れ
た
。
「
内
閣
総
理
大
臣
の
監
督
に
属
し
、
そ
の
諮
問
に
応
じ
て
、
憲
法
改
正
に
伴
ふ
諸
般
の
法
制
の
（鍋）
整備に関する重要事項」として一Ｐ籍法改正を「調査審議」した臨時法制調査会は、ここにこの要綱を正式に決定した
の
で
あ
る
。
（
こ
の
後
、
こ
れ
を
受
け
た
吉
田
内
閣
は
、
翌
四
七
年
二
月
八
日
に
な
っ
て
初
め
て
、
民
法
・
戸
籍
法
改
正
要
綱
を
闇
議
決
（馳）
定している。次節第三款で後述。）
術
的
問
題
二
限
定
サ
レ
タ
イ
（
坂
野
）
（
４
）
戸
籍
ノ
分
裂
ニ
依
り
遺
産
相
続
人
ノ
把
握
二
困
難
ス
対
策
ア
リ
ヤ
（
真
野
）
答
目
下
研
究
中
ナ
ル
モ
尚
ヨ
ク
研
究
シ
タ
イ
（
我
妻
）
（印）
二
以
上
、
九
月
十
一
日
部
会
（
総
会
）
二
提
案
ス
ル
コ
ト
ト
シ
午
後
逐
次
散
［
和
田
注
戸
籍
の
問
答
も
委
員
会
も
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
］
九
月
二
日
の
司
法
法
制
審
議
会
第
三
回
総
会
議
事
録
は
、
「
戸
籍
法
改
正
要
綱
案
ノ
審
議
二
先
立
チ
」
別
件
に
つ
き
討
議
が
あ
り
、
（則）
そ
の
後
「
続
イ
テ
原
案
ヲ
答
申
ス
ル
コ
ト
ノ
可
否
二
付
採
決
可
決
」
と
あ
る
の
み
で
、
｜
Ｐ
籍
注
に
つ
い
て
は
、
議
論
も
な
く
議
決
し
て
い
る
○ 
以
上
の
改
正
要
綱
案
の
要
点
と
、
こ
れ
を
巡
る
議
論
（
結
果
的
に
九
月
七
日
の
も
の
の
み
）
に
つ
い
て
概
括
し
て
お
く
。
得ヌガ如何（栗林幹事）
答
深
ク
論
ズ
ル
ト
民
法
二
迄
遡
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
問
題
ガ
後
転
ス
ル
既
二
民
法
二
付
テ
ハ
｜
応
決
定
済
デ
ァ
ル
ノ
デ
戸
籍
ノ
技
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
一ニハ
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③「第五」成年者は自由に本人の意思で分籍ができる。現行法にも採り入れられた（第二一条）。この「成年分籍
権」の重要性ゆえ、ＧＳも会談で極めて重視した。（第四章・第一節・第二款（２）で詳述。）
④「第七」ここで、戸籍の検索のための「表示」を目的とする「戸籍に記載したる者の中筆頭の者」、所謂「戸籍
筆頭者」が初めて現れる。この概念及び具体的な戸籍簿上の表現形態については、起草委員会に於いて論争があった
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（六）（和田）
二七
①「第一」「夫婦及び子其の他民法に依り之と氏を同じくする者（配偶者あるものを除く巨編製原理が確立した。
以下、厳密ではないが、この内容の重要な一ｍを表す表現として、これを便宜上「三世代戸籍原則排除」の編製原理
と呼ぶ。「原則（的に）」というのは、例外として、同一戸籍内の「夫婦」の「子」就中女子が氏を同じくする非嫡出
子
を
出
産
し
た
場
合
、
こ
の
非
嫡
出
子
も
含
め
三
世
代
が
同
一
戸
籍
内
に
記
載
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
後
述
の
Ｇ
Ｓ
と
司
法
省
間
の
会
談
で、この点をＧＳが大いに問題とし、「子」と上記非嫡出子が新戸箭を編成すべき「三世凸Ｐ籍徹底排除」（例外皆
無）の編製原理が現行法で実現一することになる。（第四章・第一節・第一款（２）で詳述する。）
②
「
第
三
の
二
」
こ
の
反
対
解
釈
に
よ
り
、
も
っ
と
も
典
型
的
な
例
と
し
て
、
婚
姻
（
成
年
養
子
の
縁
組
で
も
問
題
は
全
く
同
様
）
に因り氏を改めた者が旧姓に戻る（復氏する）場合、親が健在であれば親の戸瀞に入る。ＧＳは後にこれに反対し、
結局離婚復氏した本人の選択に任せる現行法（第一九条一項但書後段）で妥協することになる。（第四章・第一節．
第二款（１）で詳述。）
（
１
）
改
正
要
綱
案
の
要
点
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川島は、「戸籍筆頭者」の名で「戸主」をせめて残したい、という主張の論者の名と、その理由は掲げていない。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
き
『
経
過
』
等
他
の
史
料
は
何
ら
伝
え
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
川
島
発
言
以
上
の
こ
と
は
判
明
せ
ず
、
文
献
的
に
確
定
も
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
限
り
で
の
み
参
考
と
す
る
。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
（弱）
と川島は伝》えている。（傍線和田）
戸
籍
制
度
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
戸
籍
に
だ
け
、
仮
に
「
家
」
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
が
書
い
て
あ
っ
て
も
、
何
に
も
本
質
的
効
果
が
な
け
れ
ば
、
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
も
の
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
戸
籍
制
度
で
や
っ
た
っ
て
い
い
。
つ
ま
り
「
筆
頭
者
」
、
昔
の
戸
主
で
す
が
、
こ
れ
に
何
の
権
力
も
な
い
の
な
ら
ば
で
す
。
も
っ
と
も
そ
れ
を
根
拠
に
し
て
ま
た
家
制
度
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
は
皆
無
と
は
言
え
な
い
。
だ
け
れ
ど
も
一
応
何
の
法
律
という案です。
ま
で
な
ら
ば
、
七
月
二
○
日
案
と
同
じ
で
あ
る
。
］
し
か
し
「
戸
主
」
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
「
戸
籍
筆
頭
者
」
と
し
て
残
す
、
最
後
に
「
降
り
た
」
、
つ
ま
り
譲
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
議
論
は
こ
う
で
す
。
法
律
上
は
、
も
う
戸
主
は
権
利
は
な
い
訳
ま
る
際
に
問
題
と
な
っ
た
点
を
一
つ
だ
け
申
し
上
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
戸
籍
を
ど
う
い
う
形
で
残
す
か
、
中
で
も
あ
です。
で
す
が
、
「
法
律
条
’
文
外
で
、
実
質
上
戸
主
っ
て
い
う
も
の
は
残
そ
う
。
せ
め
て
そ
れ
だ
け
は
残
し
て
く
れ
」
と
い
う
意
見
が
あ
１
 
つ
た
の
で
す
。
戸
籍
と
い
う
形
で
、
一
Ｐ
が
あ
っ
て
戸
主
が
あ
る
っ
て
い
う
訳
で
、
名
前
だ
け
で
も
残
し
た
い
。
［
和
川
注
こ
こ
そ
の
後
［
七
月
二
○
日
の
幹
事
案
成
立
後
］
、
私
も
〔
起
草
委
員
会
で
］
色
々
議
論
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
戸
籍
法
の
案
が
決
こ
の
点
で
、
そ
も
そ
も
「
戸
主
」
は
勿
論
、
「
戸
籍
筆
頭
者
」
と
し
て
も
こ
う
し
た
も
の
を
残
す
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
私
は
一
一
八
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①
「
廃
絶
家
の
再
興
」
即
ち
「
氏
の
再
興
」
の
可
能
性
の
有
無
こ
こ
で
は
、
こ
の
時
点
の
民
法
改
正
要
綱
で
既
に
「
家
」
の
規
定
は
全
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
暫
定
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
（
「
経
過』二一一一四’二一一一八頁の民法改正要綱案参照）、「家Ⅱ氏、そしてこの再興が（可能なら）戸籍で処理されるべし」と
見受けられる、家Ⅱ氏Ⅱ戸籍という質問者の発想の枠組を指摘しておく。しかも我妻の答は、現在案では不可能だが、
（錨）
「人夫婚姻等もあり家の観念は存するので」、考慮したい、という。既述の通り、森の質問は、「氏」と。戸籍」に容
戦
後
占
緬
期
の
民
雄
・
戸
鰯
法
改
正
過
程
（
六
）
（
和
川
）
二
九
こ
れ
は
、
繰
り
返
す
が
桔
果
的
に
九
月
七
日
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
①
「
廃
絶
家
の
再
興
」
即
ち
「
氏
の
再
興
」
の
可
能
性
の
有
無
②
旧
法
下
よ
り
頻
繁
な
新
戸
鰯
編
製
に
よ
る
諸
問
題
の
指
摘
ａ
実
際
の
世
帯
と
の
齪
繍
ｂ
扶
養
義
務
・
債
権
担
保
面
の
不
安
定
化
ｃ
遺
産
相
続
人
把
握
の
困
難
性
へ
の
対
策
以下、順次概括しておく。
この「筆頭者」の問題点も後述する（第四章・第一節・第一款（４））。
（２）改正要綱案を巡る議論の要点
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②
旧
法
下
よ
り
頻
繁
な
新
戸
籍
編
製
に
よ
る
諸
問
題
の
指
摘
②
ａ
実
際
の
世
帯
と
の
齪
鮪
削
離
を
起
こ
す
編
製
方
法
の
根
本
的
問
題
は
、
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
・
国
会
審
議
と
の
関
係
で
詳
細
は
後
述
す
る
（
第
四
章
・
第
一
節
・
第
一
款
（
２
）
）
。
こ
の
箇
所
の
、
技
術
的
な
問
題
に
限
っ
て
論
じ
て
お
く
と
（
次
の
②
ｂ
を
見
よ
）
、
坂
野
の
答
は
親
と
子
の
本
蒲
が
同
じ
なら、別戸籍でも実際は「親の締と続けて綴ることとす」るので問題ない、という一応は適切なものである。（この
坂野発言につき、『経過』２０頁に奥野／我妻の一一一一呵及がある。我妻も同様の趣旨を言い、「夫婦〔ごとに］みな別戸繍
に
す
る
と
、
同
居
し
て
い
る
も
の
も
別
戸
籍
に
な
っ
て
、
戸
繍
が
は
な
は
だ
混
乱
す
る
［
…
］
を
非
難
的
に
質
問
し
た
人
」
に
対
し
、
（印）
「ちっとも混乱しない」と返事した、という。）
従前の三世代以上の戸籍が実際の世帯と一致しない例も既に多々あったわけであり、それが「家」制度廃止論の支
（錦）
えにもなっているのであって、一一一世代以上の一Ｐ籍編製の容認如何が、即、世帯の実際との一致・不一致を左右するの
ではないこと、容認して初めて一致が可能となるものの、｜致させるためには技術的にも詳細な規定が必要となるこ
（的）
と
に
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
三○
易に「家」類似形態乃至「観念」が混入する好例である。加えて、我妻の返答にも、こうした混入を知りつつ、かえ
ってそれを利用し、「家」存置論者乃至そうした発想上の傾向を持つ者を安心させる意図があると言えるのではなか
ろうか。
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民
法
改
正
要
綱
の
方
針
に
従
う
と
、
（
ァ
）
に
つ
い
て
は
「
戸
主
」
の
廃
止
に
よ
り
扶
養
義
務
を
負
う
者
は
一
義
的
に
は
決
定
さ
れ
な
い
。
ま
た
７
）
の
方
も
「
家
」
廃
止
の
肢
も
敢
嬰
な
一
環
と
し
て
の
「
家
将
川
統
」
の
廃
止
（
従
っ
て
「
家
産
」
の
廃
止
）
に
よ
り
、
従
来
は
推
定
家
督
相
続
人
た
り
得
た
者
の
（
推
定
上
の
）
債
権
担
保
能
力
も
、
弱
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
扶
養
義
務
及
び
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
の
債
権
担
保
能
力
と
も
、
旧
法
に
比
べ
「
不
安
定
化
」
す
る
と
い
う
栗
林
幹
事
に
よ
る
指
摘
は
、
ま
ず
は
（印）
適
切
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
民
法
上
の
問
題
で
あ
る
。
一
同
籍
法
の
関
知
す
る
の
は
、
親
族
関
係
の
確
認
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
新
戸
籍
編
製
で
細
分
化
さ
れ
る
戸
籍
簿
間
の
相
互
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
親
族
関
係
確
認
の
難
易
度
に
よ
り
、
民
法
が
規
定
す
る
扶
養
義
務
・
債
権
担
保
能
力
の
推
定
の
正
確
度
・
難
易
度
が
左
右
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
戸
繍
法
に
関
し
て
こ
れ
を
質
問
し
た
栗
林
に
は
、
民
法
の
み
な
ら
ず
戸
籍
法
改
正
に
関
す
る
議
論
に
於
い
て
も
、
「
家
」
戦
後
占
額
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
六
）
（
和
田
）
一一一一
等
Ｉ
が
確
認
で
き
た
。
即
鴎
る
こ
と
が
で
き
た
訳
で
あ
る
。
（
ァ
）
「
家
」
の
構
成
員
Ⅱ
家
族
に
対
す
る
戸
主
の
扶
養
義
務
を
一
義
的
に
明
示
（
公
示
！
）
し
て
い
た
。
か
つ
、
（
イ
）
家
督
柵
続
の
対
象
た
る
「
家
産
」
の
権
利
者
Ⅱ
戸
主
と
、
こ
れ
を
家
督
相
続
す
べ
き
「
批
定
家
督
相
続
人
」
と
、
双
方
を
も
公
示
し
て
い
た
。
（
ィ
）
に
よ
り
、
民
事
上
の
取
引
に
お
い
て
、
誰
で
も
取
引
の
相
手
方
が
属
す
る
「
家
」
の
戸
籍
簿
を
自
由
に
閲
覧
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
謄
本
・
抄
本
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
方
の
「
家
」
に
お
け
る
地
位
ｌ
戸
主
か
、
推
定
家
督
相
続
人
か
否
か
、
等
Ｉ
が
確
認
で
き
た
。
即
ち
、
公
信
力
あ
る
文
沖
（
戸
瀞
薄
及
び
そ
の
脇
本
・
抄
本
）
に
よ
っ
て
Ⅲ
手
刀
の
伏
椛
狐
保
能
力
を
雌
定
す
②
ｂ
扶
養
義
務
詳
述
は
避
け
る
が
、
》
兵
旧法下での戸籍簿は、
扶
養
義
務
・
債
権
担
保
面
の
不
安
定
化
る
が
、
こ
の
問
題
点
の
的
確
な
把
握
の
た
め
に
、
以
下
の
み
述
べ
て
お
く
。
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以
下
の
節
及
び
第
四
章
で
の
、
個
別
の
草
案
の
発
展
過
程
に
於
け
る
問
題
点
の
検
討
に
際
し
て
は
、
要
綱
の
段
階
で
既
に
出
て
い
た
以
上の論点を踏まえておく必要があろう。
②
ｃ
遺
産
相
続
人
把
握
の
困
難
性
へ
の
対
策
実
務
家
（
弁
誕
士
）
の
真
野
穀
（
後
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
）
の
質
問
で
あ
る
。
こ
れ
は
ク
ロ
ス
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
問
題
で
、
現
行
戸
薇
法
の
通
り
、
相
互
に
分
け
た
．
分
か
れ
た
戸
繍
の
「
表
示
」
を
記
戦
し
て
お
け
ば
解
決
す
る
。
（
我
妻
が
、
こ
の
点
即
座
に
答
え
て
い
ない背景は明碓ではない。）
題
ガ
後
転
ス
ル
既
二
民
法
二
付
テ
ハ
一
応
決
定
済
デ
ァ
ル
ノ
デ
戸
籍
ノ
技
術
的
問
題
二
限
定
サ
レ
タ
イ
」
と
答
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
栗
林
の
疑
問
へ
の
答
は
、
戸
鰯
法
に
問
題
を
限
定
し
て
技
術
的
に
煎
じ
つ
め
れ
ば
、
（
イ
）
の
み
な
ら
ず
、
（
ｚ
に
つ
い
て
も
、
次
の
②
ｃ
の通りである。 法学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
制
度
廃
止
に
伴
う
実
体
法
上
の
問
題
を
批
判
的
に
指
摘
し
て
お
こ
う
、
と
い
う
青
ス
は
分
か
ら
な
い
が
）
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
坂
野
は
②
ｂ
に
つ
き
実
に
適
切
に
、
（
１
）
述
峨
の
前
回
（
第
五
回
）
、
百
一
巻
四
号
、
七
八
頁
の
目
次
に
お
い
て
、
お
よ
び
股
終
頁
の
一
四
九
頁
に
お
い
て
、
第
二
章
第
六
節
と
し
て
「
補
論
Ｉ
水仙論（特に第二章）のテーマを巡る最近時の研究効向について」を設ける予定を述べていたが、諸般の取併で割愛する。前述の一四
九頁の文献をも参照されたい。
（２）戸繍法改正過程とその内容につき、青木義人／大森政輔『全訂戸籍法』日本評論社、一九八二年、三’一九頁、特に三’五頁、
と
い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
答
深
ク
論
ズ
ル
ト
民
法
二
迄
遡
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
間
一一一一一
（速記録でないのでニュァン
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（
６
）
洲
水
／
大
森
桃
２
前
拙
洲
は
、
こ
の
（
ｅ
）
に
当
た
る
項
目
で
、
「
刷
灘
の
公
開
制
限
」
の
描
磁
も
執
ら
れ
た
、
と
い
う
が
、
こ
れ
は
戸
硲
眺
乃
彊
そ
の
施行規則によるのではなく、剛和二十二年四月八Ⅲ民事甲第二七七号各地方裁判所長宛民事局長通達．阿籍届書の閲覧等に関する件」
に
よ
る
。
戸
籍
法
条
文
に
関
す
る
限
り
、
旧
法
（
六
七
条
四
項
）
・
新
法
（
四
八
条
二
項
）
の
文
言
は
内
容
上
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
同
通
達
全
文
は
法
務
府
（
後
に
法
務
省
）
民
事
局
第
二
課
戸
籍
実
務
研
究
会
ほ
か
編
「
新
人
事
法
総
覧
法
規
編
２
」
帝
国
判
例
法
規
川
版
社
（
後
に
テ
イ
ハ
ン
）
、
八
二
八
ノ
三
頁
）
。
謙
川
は
鞭
矼
歳
・
第
一
耐
の
側
巡
注
参
照
．
ま
た
、
謝
水
／
大
様
同
前
同
面
は
、
析
法
で
は
出
生
・
死
亡
川
の
Ⅲ
Ⅲ
地
を
腋
水
的
に
Ⅲ
出
耶
件
の
起
き
た
地
に
限
定
し
た
司
法
古
今
に
よ
る
一
几
川
七
年
七
月
一
Ⅲ
施
行
の
特
別
法
（
輔
一
節
で
後
述
）
を
魔
化
し
て
、
戸
鯏
法
の
う
ち
に
織
り
込
ん
だ
、
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
が
、
こ
の
点
は
、
「
織
り
込
ん
だ
」
上
で
、
出
生
・
死
亡
届
の
届
出
地
は
川
川
事
件
の
起
き
た
地
、
又
は
事
件
の
本
人
の
水
濡
地
双
方
が
可
能
で
あ
っ
た
旧
法
と
同
様
と
し
て
お
り
、
右
記
の
特
別
法
か
ら
新
法
へ
至
る
過
程
で
の
改
正
点
で
あ
る
の
で
、
本
塙
の
こ
の
箇
所
の
本
文
で
は
削
除
す
る
。
（
７
）
本
稿
全
般
の
引
用
文
献
及
び
付
表
２
「
参
希
文
献
リ
ス
ト
」
を
見
れ
ば
判
明
す
る
と
お
り
、
叩
孝
一
、
谷
川
知
平
等
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
る
。
無
論
、
満
水
／
大
森
等
の
司
法
省
・
法
務
筒
関
係
荷
・
実
街
家
に
よ
る
軒
物
も
多
々
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
研
究
灘
と
い
う
よ
り
は
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
乃
至
爽
務
の
た
的
の
参
考
を
目
的
と
す
る
謝
物
で
あ
る
。
（
８
）
他
方
で
、
統
計
制
度
史
・
国
勢
調
査
の
分
野
に
は
、
戸
篇
法
改
正
の
「
第
二
の
流
れ
」
を
扱
っ
た
先
行
研
究
が
あ
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
そ
の
詳
細
過
程
を
逐
一
フ
ー
ロ
ー
す
る
研
究
は
見
出
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
詳
細
調
査
し
た
い
。
戦
俊
占
緬
期
の
民
法
・
戸
繍
法
改
正
過
侃
（
六
）
（
和
川
）
一一一一一一
一
○
画
が
、
一
般
的
な
手
際
良
い
漉
約
と
し
て
は
参
考
に
な
る
。
但
し
、
以
下
に
及
び
側
巡
注
に
見
る
と
お
り
、
必
ず
し
も
爪
確
で
は
な
く
、
ま
た
戸
畷
法
改
正
に
直
接
関
わ
っ
た
当
時
民
耶
同
民
事
第
二
課
在
籍
の
青
木
、
後
に
同
課
所
属
と
な
っ
た
大
森
の
主
張
が
特
干
織
り
込
ま
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
り
、
注
意
を
鍵
す
る
。
（
無
論
、
逆
に
青
木
／
大
森
の
主
張
を
読
み
取
る
恰
好
の
文
献
と
な
る
。
）
こ
こ
で
も
四
－
五
頁
を
参
照
、
引
用
し
て
い
る
が
、
関
連
旅
を
参
照
の
こ
と
。
（
以
下
の
注
３
－
６
で
は
、
四
’
五
頁
と
い
う
頁
数
を
宙
略
す
る
。
）
（
３
）
青
木
／
大
森
、
注
２
前
掲
謝
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
「
現
行
戸
縮
法
に
お
け
る
雌
大
の
特
徴
」
で
あ
り
、
「
一
人
一
戸
鰯
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
従
前
の
戸
籍の特色を生かしたものにほかならない。」とするが、この点は慨保を要す（後述）。
（４）青木／大森、注２前掲啓が「家の制度から解放されたものの［強調和川］、新たに民法に規定する「氏」と緊密な関係におかれ、
氏の蛮更に応じて戸崎の変釛を生ずることとされた。」と言うのは意味深長である。二章・第四節の「氏」に関する文献も参照。
（５）叶木／大森、注２前川仲は「同一とすることとした」というが、戸砺派頭背に附しこれは混当しない。第四東・鋪一節・輔一欲
（４）を見よ。
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法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
三四
（９）来栖三郎「戸濡法と親族・相続法（一）（二）（三）」『法学協会雑誌」第五八巻、第四・八・一○号（一九四○年）。（一）の四七八
頁
以
下
、
（
二
）
の
二
四
九
頁
以
下
で
、
各
々
報
告
的
届
出
と
川
設
的
届
出
の
峻
別
の
問
題
点
を
扱
っ
た
箇
所
は
、
現
行
法
下
で
も
問
題
は
同
蘭
ゆ
え
、
貴
重
で
あ
る
が
、
本
稿
の
目
的
と
は
乖
離
す
る
の
で
言
及
し
な
い
。
（
Ⅲ
）
唄
孝
一
「
戦
後
の
民
法
改
正
過
程
に
お
け
る
『
氏
Ｅ
同
『
家
族
法
著
作
選
集
第
１
巻
戦
後
改
革
と
家
族
法
ｌ
家
・
氏
・
戸
籍
」
旧
水
評
論
社
、
一
九
九二年（初出も同題、日本法社会学会編『家族制度の研究下』存斐剛、一九五七年、七五’一四○頁所収）、一五○’一五一頁○こ
こ
で
「
戸
籍
の
編
製
原
理
が
［
第
三
章
に
見
る
七
月
二
○
日
の
初
案
］
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
か
ら
も
、
戸
籍
と
氏
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
柵想は多かれ少なかれ一貫しているようである」と言うが、これは第三・四章で詳述する通り、実証的に見てもそのとおりである。
（Ⅲ）「戸籍法立法資料Ｉ．Ⅱ」「戸蒋法／会談録」。またこれらの一次史料に鑑づく二次史料として、当時の改正過樫の直接関係者が参
加して改正過程を事後的に語る座談会記録、「戸籍法／座談会」がある（以上、本論文冒頭の略語表参照）。
（
旧
）
研
究
轡
で
は
な
い
が
、
耐
性
の
史
料
を
利
用
・
引
川
し
た
初
の
替
物
か
と
魁
わ
れ
る
も
の
が
、
戸
蒲
法
制
度
及
び
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
限
定
的
な
が
ら
も
幾
つ
か
の
興
味
深
い
示
唆
が
見
ら
れ
る
、
佐
藤
文
明
「
戸
報
う
ら
が
え
史
考
戸
籍
・
外
登
制
度
の
歴
史
と
天
皇
制
支
配
の
差
別
構
造
」
明
石
灘
店
、
一
九
八
八年、特に一二○’’二七頁。もっとも、貴顕な資料を引用・紹介したことに意義はあるが、一二○頁の引用で雑誌の回号（と発言者
名
）
の
み
に
言
及
し
た
の
を
除
き
、
佐
麟
は
そ
の
出
典
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
読
者
が
こ
れ
ら
（
前
注
の
）
史
料
の
存
在
に
気
付
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
こ
れ
は
佐
藤
の
水
著
作
発
表
の
本
意
（
戸
藩
に
側
す
る
諸
問
題
、
及
び
そ
れ
ら
に
側
心
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
、
広
く
訴
え
る
）
に
も
反
す
る
の
ではなかろうか。（尚、佐藤は、本文で次に述べる第二・三の流れの法改正についても言及している。）また、佐藤の後には、夫婦別姓
問題の観点から弁護士の榊原富士子が著した『女性と戸籍夫婦別姓時代に向けて」明石書店、一九九二年がある。特に七八’七九頁
（離蛎時の復氏者の復溌の是非）、一九四画（戸報の公開原川の是非、但し何頁では川山は明示せず）、二一四’二一七頁（Ｃｓと司法
省の会談でのＧＳの主張の全般に亙る要約、及び個人別編製の是非）では「戸籍法／会談録」を参照し、また二一三頁では「戸籍法／
座談会」の青木発言を引用し、基本的に出典も明示している。（尚、一二一一一頁で榊原が「約半年間で〔戸籍法改正の］立案から可決に
ま
で
い
た
る
と
い
う
脳
異
的
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
」
と
述
べ
る
の
は
、
水
梢
に
見
る
通
り
誤
り
で
あ
る
。
四
六
年
七
几
か
ら
四
七
年
一
二
川
ま
で
、
約
一
年
五
ヵ
月という、占領初期の法改正としては比較的長い期間を要している。）
（
旧
）
後
述
の
、
一
九
九
○
年
二
月
二
八
日
の
和
田
に
よ
る
来
栖
三
郎
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
る
。
巻
末
「
付
属
資
料
２
」
参
照
。
（Ｍ）戸研法に定められた届謝以外には、死産鮒等があり、また無論、「国勢洲迩に関する件」（明治三瓦（一九○二）年法四九）に基づ
く国勢調査があった。
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はできないが。）
（
Ⅳ
）
順
に
、
所
調
尚
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
作
成
の
文
献
を
、
後
に
Ｏ
Ｓ
が
Ｐ
Ｈ
Ｗ
か
ら
受
領
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
文
書
に
、
一
九
頁
に
亙
り
戸
籍
制
度
と
関
連
有
る
人
口
動
態
統
計
・
関
連
の
な
い
同
統
計
を
区
別
し
つ
つ
、
’
九
四
六
年
五
’
六
月
頃
（
本
注
後
述
）
の
段
階
の
人
口
動
態
調
査
制
度
全
般
と
つ
い
て
詳
細
に
調
査
・
報
告
し
た
文
書がある。一般的文献ではないが、ＰＨＷの理解を知る上でも有用なのでここに揚げておく。．、ぐ一【色一切〔菖夘【－２幻の一日８［ｏ［すの尿○⑫，
①云一：の［◎．（［すＣ｛○一一・ヨーゴ的］①ロ月めい）．、。〆口ｏ・巨司・可○一○の『ヘヨ］のロ巨日すの『”（弓）司囚目ご幻Ｃｍ誌［３［一・コＥ冤団［の局］’○。（・』①ち・めすｇ〔
ｚ『・叩屈，呂扁⑭．（作成者名・所属等の記赦はないが、その内容から知られる関心・問題意識からも、またこのファイルの前後の文謝が
Ｐ
Ⅱ
Ｗ
作
成
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
Ｐ
Ⅱ
Ｗ
の
手
に
な
る
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
内
容
か
ら
判
断
す
る
に
、
（
殊
に
二
’
一
一
一
頁
目
）
一
九
四六年五’六月頃作成のようである。）
（
脳
）
本
節
、
及
び
先
取
り
す
る
が
、
第
五
章
・
第
一
節
で
扱
う
「
第
二
の
流
れ
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
戸
籍
法
改
正
過
程
の
全
容
を
描
く
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
次
史
料
と
し
て
の
本
節
の
三
通
り
の
委
員
会
の
議
鞭
録
の
み
で
も
膨
大
な
量
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詳
細
分
析
は
、
紙
幅
の
制
限
や
雌
も
唖
甥
な
「
館
一
の
流
れ
」
の
改
正
と
の
バ
ラ
ン
ス
上
か
ら
も
川
棚
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
本
穂
で
は
従
っ
て
、
こ
れ
ら
鍍
取
録
の
扱
い
も
網
羅
的
で
は
な
く
、
例
示
的
・
部
分
的
に
と
ど
め
る
。
（肥）次注の通り、指令書を出したのはＧＨＱのうちシ＆貝：（。ｇ①且［．⑭のＣ◎二・口］だが、あくまでイニシャティヴを取ったのはＰ
ＨＷで、その要請でレロ冒国日の目ｃ『巳［ゆめの、毬◎ゴ］が指令書を出したにすぎないと思われる。（現時点で参照し得た史料からは確定
皿）順に、所謂ｓＣＡＰｌＮ（⑭Ｃシ勺因ヨヨご愚〔】ぐのＳ『①の三『の）の②巨・①『⑨，シ・］あい，シである。ＧⅡＱによる原典は、、。×。・・①一台河。］‐
Ｑの同へローＣ目ヨワの「釦（ぬ）【。⑭の丙己冒口目］伜②扇［Ｃ日・』百『・］震？三閏・］①お・のロの①（〆円・も冒貞，筐］ｍにある、司法省が一九Ｎ七年四Ⅱ一
五日付でまといた英文の．菖口目四一ｏｐｓＣＤＣＱ閏呉一・コ・宗囚Ｈｓの．０８ｓの．冨胃臥撹Ｃ齢：こつ一『。『８⑪命・『［ずの仁②の。（尻。⑪の嵐○（｛－８．．
（｜戸籍実務のための和文マニュアルが原典であろう）なる数十頁に亙る文書中に、挿入資料として存在する。一一一通りとも、各々の日付
の富のロ］○日目目］〔Ｃ『叩『ヨロの１鯉一」§目のいの○・ぐの『目〕８（であり、三・四月付の二者が耳、・員・司旨ゴ・口１恩ａの「○のロの色・鈩昌員四日
○のゴの『四一・の５－の。討国自由。『○．二。。［ご鯨ｎ口『『のゴ（ぐ冒一⑪【目⑫［】８．第三の六月付のものが、耳」○冒口６。。］の『６○一○【亘．シ＆員口員○のゴ，
の「巴・のロワ〕の。［“し日のロロ日のロ［（ＣＵ－ｍ。｛。『○．一一の。［ご麺、巨円の貝ぐ耳薗］、（騨二砂三Ｏゅ・
前二者のロ『の目ぐの切には、、○〆ロ。．』ｓ『・句○一ＤＣ『ヘニニの目ヨワの「“（］『）圃目］冒勾の”】の［Ｂ二Ｃ二Ｆ負。［⑪一Ｃ］，。。［」むち・言の曰○日口，
ＱＰｐ】一○恥○（）一（）。①｜ｏ『口勇『｛Ｃａ句．⑪②日い・すご司○『日“（回・ロコロの『。．、０．ヨロ「・・四○②画（］の（旨旨二．．・切巨ご）ｃｃ庁幻の□◎１○コわ『○堀【のの⑫。（ご一国］②一②二。，
一』８一三・「戸ｇシづ１Ｅ①急・図『Ｐ』Ｃ・⑭胃の【Ｚ『・叫屈・農一雷も言及している。尚、ＰＨＷのこの時期の人口動態調査制度改革に関しては、
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
霧
法
改
旺
過
程
（
六
）
（
和
田
）
三五
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法
学
志
休
第
一
○
三
巻
第
四
号
一一一一ハ
右記ＧＨＱ文書と同ファイル（同シート）で直後に綴られた三のョ・国ゴロロョ｛・『幻の８ａ・【○○○一・コの一［０国三［。ａ句・］②四日⑫．ｇ句。『・
『の②［ｍ・口目の『・の：）の０吋⑪ロ関Ｃ鋲【】○口瓜日ｎｏヨヨ亘ゴ、三（）「穴○（ご旨この〔目⑫［】Ｃ⑫ｇぐ厨｝○コ・圏労ｂ１Ｅｃ急も参照。
（旧）この実施については、以下の文献を参照。尚、これらの文献の「覚悲」「指令」「指示」は全て前注の同じ口『の８く①⑰を指す。
「戸赫法／会談録」四瓦頁の青木苑一言、及び同箇所の「服部注」による（服部はこの会談録の記録係）“ここでは三通りとも「党掛」
と
し
て
並
列
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
四
六
年
七
月
八
日
「
人
口
動
態
に
関
す
る
委
員
会
」
第
一
回
会
議
議
事
録
（
略
語
表
参
照
）
二
頁
の
、
川
島
委
員
［武宜とは別人］の発言、「フェルプス氏の前任者たるリンダー氏［前注参照］よりも話があり、三月十四日には指令が出た。」、及び野
邊
地
委
員
の
発
言
、
「
フ
ェ
ル
プ
ス
氏
の
来
任
後
、
司
令
部
の
指
令
に
依
り
第
一
段
は
七
月
よ
り
実
施
し
出
生
、
死
亡
に
付
て
は
届
出
地
を
事
実
の
発
生
し
た
場
所
の
一
本
の
ル
ー
ト
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
司
法
省
の
原
委
員
の
努
力
に
よ
り
新
ら
し
い
司
法
省
令
が
出
る
に
至
っ
た
。
」
と
の
（
「
指
令
」
の
語
で）一宵及がある。（ｍ・潟①おの・可・一口。『へ【己のロ仁目月『弱．．（』）冒穴・ロ・区［⑫】。］ｚ】穏口②日ロ冒酉”『．・めすの。｛“厚・”勺函ゴム＆←・）他方
では「戸籍委員会議事録（一）」（本論文周耐略語表参照）三二面の「（はじめに）［一九七二年時点の］民酬刷第二課［による〕」には、
「
昭
和
二
十
一
年
七
月
に
は
、
連
合
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
）
の
指
示
を
う
け
、
戸
霧
に
関
す
る
届
書
に
人
口
動
態
の
把
握
資
料
と
し
て
の
要
素
が
加
え
ら
れ
ることになり、その必要から、出生及び死亡の届出地は、原則として出生または死亡地とされ、更に、同年十月一日には、戸籍法の一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
及
び
死
亡
の
四
種
の
届
出
に
つ
い
て
、
届
出
事
項
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
届
書
の
様
式
が
定
め
ら
れ
て
いる。」と、（「指示」の語で）言及がある。
（旧）注Ⅳの司法宵による．旨ＰｇＥ〔…〕．．中のロロ．？】◎に脈人箇料として所収。
（
加
）
昭
和
二
十
一
年
司
法
省
令
第
四
十
七
号
（
同
年
六
月
二
六
日
公
布
、
同
年
七
月
一
同
施
行
）
、
官
報
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日
付
第
五
千
八
百
三
十
三
号
製
本
版
一
六
五
頁
。
（別）⑫○し国ｚｇｇ‐シ・注Ⅳの司法省による．壜冨§ｇ」［…］薑中の挿入資料として所収、標題・作成者は同性の六月付けのものと同一。
（
皿
）
四
極
の
届
脅
の
詳
細
項
目
を
規
定
し
た
当
該
勅
令
は
、
昭
和
二
十
年
勅
令
第
五
百
四
十
二
号
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
伴
ひ
発
す
る
命
令
に
関
す
る
件
に
悠さ戸臓法の一部を改正する勅令（川和二十一年勅令第四百二十一号）、官報昭和二十一年九月九口蛎丘千八百九十七号、製本版五○
’
五
一
瓦
。
こ
の
勅
令
に
応
じ
脳
川
謝
様
式
を
定
め
た
当
該
宵
令
は
、
昭
和
二
十
一
年
司
法
省
令
第
八
十
一
号
（
川
上
、
蛎
姻
、
離
蟠
及
び
死
亡
の
届
諏
の
様
式の件）、官報昭和二十一年九月二十五Ⅱ第五千九百十号製本版一五三’一五七頁。
（羽）この点は、これを後にＣｓが問題としたことを扱う第五章・第一節で詳述する。
（翌一九四六年七月八日’四七年六月二五日「人口動態統計改善に関する委員会」全般の会議議事録に拠る（フィッシュ番号等は略語
Hosei University Repository
（鋤）以下は、次の一次小へ科の英文飛珈録（本文で言う「統合」の前，後双方の分を含む）に拠る。ｍ・〆程＄・句○一月【へ【旨。：ョ肝「叩
（ニレロュ⑫ｏｑＯｏｇＣ】】一菖冒ＥＣ鋲．ご急‐おＪＰＣ貝のる［⑪『、ご『８冒唱シロ『・］農『］，Ｃの。。』①９．の胃ｃ扇潴『・もエゴ『Ｌつち．（尚、この簡所
の
フ
ァ
イ
ル
は
ｌ
他
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
が
ｌ
側
付
の
逆
順
に
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
検
索
に
は
注
意
を
要
す
る
。
）
日
本
語
の
議
耶
録
等
も
存
在
す
る
か
とも思われるが、右の史料の川辺には見あたらず、米発見／未見。従って、この委瓜会の右英語錨収録による台称．．シ○１８コ○○日目【，
【のＣＣｐｂ：一『◎コエ８］［ず②国［］圏８【ＯＳの言Ｃ一［周Ｃ三一ヨ②［『’をとりあえず本文の棚に仮訳しておく。
（
調
）
参
照
し
得
た
元
資
料
で
は
、
こ
れ
を
明
確
に
示
す
も
の
が
な
い
が
、
他
に
は
該
当
す
る
委
貝
会
は
見
あ
た
ら
な
い
。
尚
、
こ
の
統
計
局
委
員
会
は
や
は
り
戦後占緬期の民法・戸綴法改正過膿（六）（和田）
三
七
（妬）「戸廠委、会議耶録（一）」三二頁に拠る限り、一九七二年一○Ｎにはまだ継続されている。
（”）「戸耕委、会議耶録（一九）」二九’四三頁。また、「戸滞委口会議事録（一）」巾の、仰澱啓五郎「発足当時の戸廠部会を似う１
戸薪委員会議事録の掲斌にあたってｌ」三三頁によれば、速記による議事録もフェルプスの発案（半ば強制？）であったが、これを
表してか、速記録はこの第一九回までしか作成されていない（「戸鰯委口会議取録（一九）」三四○号四三頁）。
（羽）「戸瓢委ｕ会談耶録（九）（一○）」噸に三一’四六頁、四一ｌ菰二面、参照。
（羽）この期間の戸籍委員会については、「戸籍法／座談会Ｉ」三六’四三頁の当時の関係者（殊に青木）の談話にも包括的にリファー
しておく。（尚、平賀の談話は、この期間以降、特に後年の住民登録制度との関係で貴顕であるが、本稿の直接の関心聯ではない。）
（弧）以下は、「戸研委員会議鞭録二）Ｉ（一○）」の全体による。
（机）「戸籍委員会議事録（二）（三）」。尚、戸籍法改正草案の起草雑礎方針（本章・第四節・第一款参照）．及び草案を巡るＧＳと司法
省の会談（第四章全般参照）双方について、当時の民事二課長の青木が後に繰り返し、司法省（民事二課）にとっては戸籍実務の混乱
回避が股火の関心叩であった旨言っているが、彼のこうした問題意識は常にこの戸溌委、会での黍口述（委貝は全て区役所・市役所等
の戸斯実務家）との談論・仙報交換により商められていたと考え御るし、また同委風会でのこの箇所の青木の発言にもそうした傾向が
表参照）。
（妬）四六年七月八日「人口動態統計に側する委員会」第一回会議議事録、二頁典、三頁表がメンバー紹介（めどＤＣ戸Ｚ『・叩勺ヱミム◎蹟）。
なお、森川はその後、四六年一二月一四日鋪九回会識とと四七年一〃二九Ⅲの第一○回会議の川に川脇を継いで統洲局災となり、この
会識を主他することになる。四七年一月二九日「人口助態統計に側する委且会」第一○回会談議珈鰍二頁参照（の房の［胃・”勺国ゴー
一つ、、）◎
明瞭に見られる。
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法
学
志
体
節
一
○
三
巻
第
四
号
三八
所引の手元諸資料では、四七年六月二五日まで（第一’’三回）開かれたことが確認できるが、六月一一五日から、厚生省との統合後初
め
て
の
同
年
一
二
月
二
日
の
会
議
ま
で
の
側
、
会
議
が
持
た
れ
な
か
っ
た
の
か
も
判
明
し
な
い
。
（
鋤
）
こ
の
間
の
径
紳
は
、
注
躯
と
同
史
料
・
同
シ
ー
ト
に
あ
る
、
こ
の
一
二
月
二
日
の
委
日
会
の
英
文
議
鞭
録
胃
頭
の
晨
冨
馬
．
の
発
言
、
及
び
冒
頭
頁
の
脚
注
の
、
四
回
附
催
の
後
改
組
、
こ
の
日
は
第
五
回
に
あ
た
る
、
と
い
う
記
述
に
拠
る
。
委
風
会
の
英
語
名
は
注
躯
と
同
じ
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
日
の
議
事
録
も
「
第
五
回
」
と
さ
れ
て
お
り
、
統
合
前
と
の
述
続
性
は
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
そ
の
後
の
会
議
議
事
録
で
は
こ
の
四
七
年
一
二
月
を
第一回と数え、次が「第二回」となっている。尚、委員会の開催自体は、記録上は一九四九年一月二○日「第七回」（統合後から起算）
ま
で
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
回
で
終
わ
り
で
は
な
い
模
様
で
あ
る
。
（
銅
）
注
犯
の
議
本
録
参
照
。
以
上
の
趣
旨
は
（
議
鞭
録
全
般
を
見
て
も
分
か
る
こ
と
だ
が
）
、
厚
生
省
の
委
瓜
会
の
合
併
前
第
一
回
に
、
フ
ェ
ル
プ
ス
が
説
明
し
て
い
る
。
尚
こ
の
フ
ェ
ル
プ
ス
の
説
明
は
へ
前
述
二
姿
、
会
と
こ
の
〃
生
宵
の
委
口
会
の
Ⅲ
互
側
係
側
係
の
脱
川
と
し
て
も
参
照
で
き
る
。
（弧）前川マトリクス上は厳勝には、「家」制度を民法でなく戸砺法に移行し、かつ「家」の呼称と「家怖柑統」を脆し、但し「戸主」
の
呼
称
は
残
し
（
そ
の
地
位
の
継
承
方
法
は
男
子
・
年
長
者
優
先
の
原
理
も
残
し
）
て
い
る
の
で
、
Ｉ
Ｃ
で
あ
る
。
概
揺
的
に
は
〈
３
〉
の
象
徴
的
「
家
」
制
度を、「家」の呼称は廃したが戸主は残し、一応〈２〉のレヴェルの「家」廃止に近付けた、と言える。
も
っ
と
も
、
箙
凹
漱
・
節
一
節
・
鍬
一
秋
（
４
）
で
述
べ
る
嫌
に
、
民
法
改
正
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
以
合
で
も
「
戸
主
」
に
氏
に
側
す
る
何
ら
か
の
「椛剛」が賊されたままとなることはあり得る。
（抑）巻末「付凧浅科Ｉ」。一九九一年狐’六月に行ったもの。尚、七月二○日幹耶案に川脇の名が溌ちているのは、一方で所引箇所の
通
り
禰
剣
の
た
め
「
参
加
で
き
な
か
っ
た
か
ら
か
」
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
で
仰
々
当
案
に
自
分
は
蘭
戒
で
き
な
か
っ
た
た
め
か
、
そ
の
双
方
か
、
（
付
属
資
料
に
は
こ
の
点
含
め
な
か
っ
た
が
）
自
身
定
か
で
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（
犯
）
和
川
に
よ
る
、
論
文
中
の
引
用
／
公
表
を
前
提
と
す
る
旨
事
前
に
お
願
い
し
、
御
了
承
戴
い
た
、
来
栖
三
郎
璽
凧
大
学
名
潜
教
授
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
一
九
九
○
年
一
一
月
二
八
日
、
璽
鼎
大
学
法
学
部
内
に
て
行
っ
た
。
そ
の
概
要
は
本
稿
巻
末
「
付
風
資
料
２
」
に
あ
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
の
（
二
次
）
史
料
と
し
て
の
厳
祷
性
の
問
題
を
言
う
の
は
、
来
栖
教
授
御
自
身
で
あ
り
、
「
何
分
四
十
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
り
、
手
元
に
当
時
の
資
料
も
な
く
、
引
用
中
『
は
ず
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
厳
密
性
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
保
証
は
で
き
な
い
」
と
の
御
趣
旨
で
あ
っ
た
。
尚
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
「
付
属
資
料
ｌ
」
に
入
れ
た
川
島
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
は
異
な
り
、
テ
ー
プ
録
音
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
御
本
人
の
蛎
後
的
校
閲
も
得
て
い
な
い
。
和
田
が
丹
念
に
メ
モ
を取り、内容に従って、しかし内容は全く変えずに、御発言の順序と文言を若干変え、かつ必要最低限の補足を加えて（その旨付し
て
）
樋
理
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
文
武
は
全
て
和
田
に
あ
る
っ
Hosei University Repository
しまいに出ましてね…〔…はママ］。［強調和田］
耐
）
堀
内
節
「
家
事
審
判
制
度
の
研
究
」
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
○
年
、
一
○
三
五
頁
所
引
の
同
「
官
制
」
。
（
柵
）
「
氏
」
に
つ
い
て
は
輔
二
厳
・
鋪
四
節
の
州
諭
を
参
照
ｎ
戸
薪
に
つ
い
て
は
、
四
六
年
八
月
二
二
Ⅱ
臨
時
扶
制
訓
庇
会
鋼
二
回
総
会
、
民
法
改
正
蝶
綱
中
「家」の廃止を言い股も問題になった「蛎一」（この時点の文｜高は「民法の戸主及家族に関する規定を削除し親族共同生活を現実に叩し
て岨神すること」）に側し、その内商の硴認及びもっと具体的に項目を挙げて明文化するべきでは、という牧野委仙の質問「〔…］『親
族
共
同
生
活
を
現
実
に
即
し
て
硯
鰍
す
る
こ
と
」
［
…
］
の
内
容
は
、
既
に
お
示
し
に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
〔
…
］
」
（
議
事
録
『
経
過
」
二
四
四
頁
）
対
し
て
の
、
奥
野
の
答
弁
「
な
お
之
等
［
要
綱
第
八
、
第
十
六
、
第
十
八
、
第
二
十
五
、
第
三
十
三
］
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
点
に
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
両
脇
法
改
正
過
隅
（
六
）
（
和
川
）
三
九
（
他
）
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
粒
側
と
拝
の
趣
旨
の
乖
離
に
つ
き
、
中
川
と
伐
斐
の
コ
メ
ン
ト
が
『
繩
過
』
川
几
１
円
六
面
に
あ
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
③
（
州
）
前
述
来
柄
に
よ
れ
ば
村
上
と
二
人
で
原
案
を
作
成
し
た
と
い
う
が
、
『
経
過
』
に
村
上
の
こ
う
し
た
言
及
は
な
い
。
枇
川
は
所
引
の
通
り
「
川
脇
幹
耶
な
ど
の
カ
ー
ド
式
［
…
〕
案
」
と
、
世
故
の
慨
岡
廿
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
の
誰
な
の
か
明
確
で
は
な
く
、
（
所
引
の
如
く
米
栖
は
川
脇
案
に
同
調
し
て
い
た
上
的
）
こ
れ
が
来
栖
の
可
能
性
も
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
こ
で
は
特
定
で
き
る
川
脇
が
主
隅
し
た
、
と
言
う
仁
靭
め
る
。
（
“
）
こ
の
、
「
原
則
二
世
代
以
下
」
の
福
製
原
理
が
確
立
す
る
過
程
で
の
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
Ｏ
Ｓ
）
の
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
旦
さ
れ
る
。
唯
一
、
有
り
得
た
可能性を示すのは、次の奥野の発言（「経過」二○面）であるが、「しまいに」という炎現、かつ後述のＧＳとの会談史料に明確に「三
凸
い
瀞
は
ど
う
し
て
も
認
め
な
い
」
と
い
う
Ｏ
Ｓ
の
方
針
が
川
て
い
る
の
で
、
奥
野
の
柑
摘
は
そ
の
時
点
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
奥
野
司
令
部
で
も
、
Ⅲ
水
の
戸
溌
は
非
附
に
便
利
で
よ
く
で
き
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ
な
ん
か
で
は
柧
続
人
を
ト
レ
ー
ス
す
る
の
に
非
術
に
胴
っ
て
い
る
と
辿辿６４
前こ要
･生6､ゴハ｡
こ
の
場
を
借
り
て
、
出
並
な
御
時
間
を
割
い
て
、
拙
稿
に
と
っ
て
極
め
て
亜
要
な
談
話
を
お
間
か
せ
ｒ
さ
っ
た
来
栖
教
授
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
（
羽
）
前
後
関
係
を
補
足
す
る
と
ｌ
旧
法
下
で
は
、
戸
主
の
隠
居
・
死
亡
な
ど
に
よ
る
家
督
相
続
で
、
戸
藷
全
体
が
新
戸
主
を
中
心
と
し
て
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
家
将
相
暁
は
民
法
で
廃
止
す
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
戸
締
の
全
面
僻
き
換
え
が
行
わ
れ
な
い
と
、
そ
の
子
供
に
係
が
で
き
て
も
、
こ
れ
を
同
じ
戸
濡
に
記
祇
し
て
い
く
と
、
結
局
同
じ
戸
締
の
岐
初
の
方
に
は
死
亡
し
た
背
が
多
く
な
り
、
ど
こ
か
で
新
規
編
成
を
行
わ
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
永
久
に
回
円
繍
内
に
延
々
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
問
題
で
あ
る
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
（㈹）『経過』二○爪風、「氏法改正日誌」による。
（佃）我妻文書・民法・民法改正・Ｉ・戦後民法改正資料二）・別「［同標題］｜印丁表以降、次の引用箇所は陀丁表、「（皿）」以降は、
い
う
こ
と
を
い
っ
て
お
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
司
令
部
で
は
三
伏
戸
瀦
は
ど
う
し
て
も
認
的
な
い
、
親
子
だ
け
し
か
認
め
な
い
と
い
う
非
常
に
諭
い
意
向
が
Hosei University Repository
「
［
司
法
法
制
謡
議
会
第
三
回
総
会
の
九
月
二
日
で
］
前
回
の
決
議
は
中
間
的
な
報
告
で
あ
っ
て
、
決
議
で
な
い
［
…
の
で
］
決
を
と
り
直
せ
［
…
と
言
わ
れ
て
］
そ
れ
も
、
｜
、
二
の
小
さ
い
問
題
で
、
そ
こ
さ
え
直
せ
ば
い
い
と
い
う
な
ら
考
慮
の
余
地
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
要
綱
の
大
黒
柱
と
も
い
う
べ
き
戸
主
を
残
す
か
残
さ
な
い
か
と
い
う
問
題
を
い
ま
さ
ら
か
え
ら
れ
る
な
ら
、
第
一
条
か
ら
全
部
晋
き
頑
さ
な
く
て
は
な
ら
ん
」
（
同
、
同
七
三
頁
）
「〔臨時法制洲在会第三回総会、一○月二三’二四川では］もう立案の方がいそがしくて、こんなこと［なかなか要綱が決定しないこ
と
」
で
時
間
を
く
っ
て
い
る
の
が
実
に
ば
か
げ
て
い
る
」
（
同
、
同
八
五
頁
）
（佃）民法上の「氏」と、｜「氏」を同じくする者のみが同一一口籍に入るという編製原理案が「大体」七月末に確立していた戸籍法が密接
に閲るがゆえに（岨・前掲「戦後の民法改爪過程における『氏上一Ｋ一画も参照）、（２）と（３）の複合体としての典型的な例が、
民
法
上
の
、
一
方
の
配
偶
者
死
亡
の
際
の
生
存
配
偶
背
の
姻
族
関
係
終
了
（
民
法
改
庇
俊
第
七
二
八
条
第
二
項
、
川
滴
民
雄
輔
七
二
九
条
）
と
他
氏
（
民
法
改
正
後
第
七
五
一
条
、
明
治
民
法
に
規
定
無
し
）
と
の
連
関
性
（
一
次
史
料
上
の
草
案
の
変
化
に
つ
き
詳
細
『
経
過
」
三
○
二
’
三
○
三
頁
）
と
、
戸
籍
法
上
の
その扱いである。即ち、「氏」の規定には（２）の戦略的理由もあり、「家」類似要素が混入してくるが、この扱いに二方法が考慮され
た
。
（
ａ
）
時
間
的
制
約
上
、
要
綱
成
立
を
待
た
ず
民
法
草
案
中
に
「
氏
」
も
条
文
化
し
て
い
く
、
と
い
う
結
果
と
し
て
採
ら
れ
た
方
法
。
（
ｂ
）
戦
略
的
・
現
実
的
（
２
と
３
）
双
方
の
理
山
上
、
「
氏
」
規
定
の
条
文
化
す
ら
、
戸
綴
法
に
瀬
る
、
と
い
う
刀
法
。
（
ｂ
）
が
途
中
ま
で
考
噸
さ
れ
て
い
た
の
は
、
八
月
六
１
二一日の沼津での民法改正第一・二次草案作成作業について述べられている。即ち、長野は、「〔第一次案起箪の］当時は蝋純に、当然
（
〃
）
以
下
、
全
て
我
妻
の
士
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
「われわれ起黛委口は、家を廃止するという立場でもう立案しているのだから、いまさらそう〔『家』を廃止しないことに］なっては仕
事が出来ない」（我妻発言、「経過」一五頁）
「［司法法制審議会第二小委員会第二回、七月三○日の論議について］最初に要綱をきめてしまって、各班一生懸命になって条文作成を
し
て
い
る
と
き
で
す
か
ら
、
要
綱
の
文
字
を
多
少
改
め
る
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
」
（
同
、
同
四
五
頁
）
「
［
嬰
綱
を
瀞
議
し
た
司
法
法
制
審
議
会
第
二
回
総
会
、
八
月
一
四
’
一
六
Ⅱ
の
］
あ
の
と
き
は
、
柵
湫
で
や
っ
て
い
る
立
案
［
条
文
起
草
］
の
こ
と
で
頭
が
い
一一司・っ。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
四
号
四○
お
き
ま
し
て
も
親
族
共
同
生
活
の
現
実
に
即
す
る
よ
う
な
、
例
え
ば
戸
籍
法
そ
の
他
に
於
て
現
実
に
印
し
た
規
定
を
設
け
る
趣
旨
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
改
正
要
綱
案
の
み
に
依
っ
て
現
実
に
即
し
た
規
定
が
完
備
し
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
同
二
四
五
頁
）
ゆ
え
に
、
安
心
し
て
耐
き
た
い
、
と
つばい」（同、同五三頁）
全
て
我
妻
の
発
言
で
あ
る
が
、
時
系
列
に
沿
っ
て
見
て
い
く
。
奇
し
く
も
、
第
二
発
言
以
降
、
各
七
、
八
、
九
、
十
月
と
、
常
に
こ
の
点
が
念
頭
Hosei University Repository
（
別
）
我
妻
文
書
・
民
法
改
正
・
戦
後
民
法
改
正
資
料
二
）
・
皿
・
「
臨
時
法
制
調
査
会
第
三
部
会
議
事
録
」
中
「
第
３
回
第
三
部
会
Ｓ
・
皿
．
９
．
Ｍ
．
」
加
丁
班
Ｉ
川
丁
炎
。
尚
、
こ
の
部
分
は
「
経
過
」
七
四
画
に
も
漉
字
平
仮
名
で
倣
接
引
川
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
座
談
会
出
胸
背
の
解
釈
は
、
「
原
案
」
が
民
法
改
服
要
綱
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
同
「
綴
過
」
二
三
九
口
浅
川
昭
に
、
戸
脇
法
改
服
腿
綱
「
帝
溌
会
決
溌
」
と
あ
る
の
で
、
本
稿
引
川
の
隙
に
決
議
さ
れ
た
の
は
間
迷
い
な
い
。
また、『経過」七○面枇饗も、「〔…］この時は、［…］戸濡法改正班綱〔…〕はほとんど問題にされず」と回狐する。
（魂）「経過」二○五頁の年表に拠る。（この年表の原典の信頼性が高いことについては、第二章「序節」の注５参照。但し、この総会の
議
事
録
（
の
民
法
関
連
部
分
の
抜
粋
？
）
で
あ
る
『
経
過
」
二
六
四
’
二
九
九
頁
に
は
、
戸
濫
法
要
綱
決
定
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
）
〈卿）前述「臨時法制柵代会官制」第一条、川内川拙『家耶審判制度の研究』一○三爪面。
（別）この日付は、「｜Ｐ獅法／座談会ｌ」凹矼画の青木発言に依拠するのであるが、背木発言の正確性に馴保を付さざる得ない（詳細次
回
巡
戟
分
注
Ⅲ
参
照
）
以
上
、
本
来
閣
議
決
定
が
公
文
艸
等
で
確
認
可
能
な
ら
ば
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
米
調
從
で
あ
る
。
な
お
、
一
○
月
か
ら
二
月
ま
で
内
閣
が
要
綱
を
閣
議
決
定
し
な
か
っ
た
経
緯
も
、
参
照
し
得
た
史
料
か
ら
は
窺
い
知
れ
な
い
。
雨
）
以
下
、
「
付
属
資
料
ｌ
」
の
前
掲
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ｃ
戦
彼
占
緬
期
の
民
法
・
戸
締
法
改
服
過
栂
（
六
）
（
Ⅲ
川
）
四一
７
］
、
Ｔ
表
／
奥
ｌ
Ⅶ
丁
表
。
（
別
）
我
妻
文
書
・
民
法
改
正
。
微氏するが、それは戸霜法で秘けぱよいのだということ」であった、そして「当初村上君から氏のことは全部戸爾法におとそうという
話がでておったころですから」と一一一一口うこ村上も曰く、「第一次案では、姻族関係は当然消滅するし、氏も当黛婚姻前の氏にもどる、と
いう考えだった。」虹に長野は「あとは戸縞法でまかなうという考え〃だったっ」（以上「経過」一三四頁）
尚
、
こ
の
点
系
譜
輔
の
継
承
も
絡
み
、
姻
族
関
係
終
了
と
似
氏
を
結
び
付
り
る
の
は
従
来
の
「
家
」
の
観
念
に
従
っ
て
い
る
、
と
し
て
Ｏ
Ｓ
が
問
題
と
し
（左記『民事Ⅱ報」三四巻六ゆげ七九画ブレイクモァ発言）、結脳姻族関係終了と他氏を全く切り離した現行民法（七二八条二項）成立の
綴
純
に
つ
い
て
、
『
綴
過
』
同
一
三
川
画
、
及
び
一
九
四
七
年
Ⅲ
’
六
月
の
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
と
司
法
行
の
会
談
録
、
「
民
法
Ⅲ
改
服
法
休
案
に
側
す
る
総
司
令
部
政治部係官との会談録（三）。（完）」「民事月報』一九七九年五月・六月第一一一円巻第五号・六号の、「第十回」会談（五月二九日）（五山可
九七’九八頁）、十一・十一一・十三回（六月二・三・五日）（六号、七九’八五頁）を参照）（ＧⅢＱ側内部文書にはこれに対応する詳
細な郷告・記録は見あたらない。）
（
州
）
我
斐
文
愁
・
民
法
・
民
法
改
正
・
民
法
改
正
要
綱
第
一
案
・
〃
・
「
戸
綴
法
改
服
喫
綱
案
Ｓ
・
別
．
９
．
７
．
」
（
帥
）
我
斐
文
仰
・
民
法
改
正
・
戦
後
氏
法
改
正
箇
料
二
）
・
別
・
「
臨
時
抜
制
調
従
会
第
三
部
会
調
耶
録
」
巾
「
輔
３
回
猟
二
小
委
ｕ
会
Ｓ
・
別
．
９
．
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（
釘
）
但
し
、
契
際
は
同
本
綴
地
に
、
親
子
以
外
の
他
の
同
姓
者
が
（
別
戸
澱
で
）
水
廠
を
持
つ
場
合
、
旧
戸
瀞
法
（
輔
一
○
条
）
、
Ⅲ
戸
繍
法
施
行
細
川
（
粁
干
参
考
と
な
る
の
は
第
七
条
）
、
ま
た
四
七
年
一
二
月
成
立
の
戸
籍
法
及
び
戸
籍
法
施
行
規
則
（
第
三
条
）
に
は
規
定
が
な
く
、
実
際
は
市
町
村
長
に
圧
さ
れ
法
学
志
休
鋪
一
○
三
巻
第
四
号
四二
（師）この「人夫蛎姻」の川語（と観念）が民法改正過程で初出（というより旧法に従った「復活」と言うべきか？）するのは、「経過』
二三一一一’二三四面の四六年八Ⅱ｜肛川付の尺法改正要綱案である⑰（同頁の一八日というⅢ付と「決縦」の語は衿干矛悶しており、厳
密
に
は
同
Ⅲ
の
臨
時
法
制
調
代
Ⅲ
第
二
回
第
三
部
会
飾
六
側
の
会
辮
総
了
後
に
成
立
し
た
案
で
あ
り
、
こ
れ
が
翌
一
六
Ⅱ
に
同
会
鋼
で
決
縦
と
し
て
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）
こ
の
川
諮
・
観
念
の
「
極
活
」
径
純
を
説
明
す
る
か
に
見
え
る
『
経
過
」
一
三
二
頁
の
我
妻
談
譜
は
本
性
後
述
の
通
り
誤
り
で
、
綴
紳
の
詳細は不明だが、参瀞となるのは我饗文杵・民法’民法改服，Ｉ．「戦後民法改正商科二）」・別．「臨時法制調在会第三部会搬耶録」
の
内
「
輔
二
回
〔
臨
時
法
制
調
在
会
〕
第
三
部
会
第
六
ｎ
Ｍ
二
一
、
八
、
一
爪
（
木
）
」
伽
Ｔ
典
１
町
Ｔ
表
の
税
斐
・
牧
野
の
発
意
の
概
略
記
録
（
人
夫
蛎
姻
の
川
語
は
な
い
が
、
頓
似
内
容
あ
り
）
で
あ
る
。
こ
の
川
語
・
観
念
が
如
何
に
そ
の
後
民
法
（
及
び
戸
籍
法
）
改
正
過
樫
巾
に
（
主
に
牧
野
な
ど
の
「家」頗似制度存磁論者により）頻繁に援用されたかについては、詳述しないが、まず本稿本文引川のこの箇所の議事録（同年九Ⅱ七
日）、『経過」八六’八八頁、一三二頁の伐饗の座談会での回似允一一門、これの第一次史料となる二七六’二七八面（水油前川の牧野ｌ枇
斐
の
議
論
、
同
一
○
月
二
四
日
）
等
を
参
照
。
但
し
、
こ
の
史
料
の
通
り
、
『
経
過
」
一
三
二
頁
の
我
妻
の
談
話
（
牧
野
の
発
言
に
促
さ
れ
要
綱
に
「
人
夫
幡
姻
」
を
明
示
し
た
）
は
誤
り
で
あ
り
、
八
六
’
八
八
頁
の
記
憶
談
話
が
正
し
か
ろ
う
。
（
唯
一
一
三
二
頁
の
談
話
が
な
お
正
し
い
可
能
性
は
、
右
記
八
月
一
五
日
の
会
議
で
牧
野
が
「
人
夫
婚
姻
」
云
々
の
発
言
を
し
て
い
る
が
、
議
醐
録
に
は
残
ら
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
牧
野
の
発
言
は
牧
野
が
同
時
期
に
伐
妻
に
私
的
に
発
言
し
た
場
合
で
あ
ろ
う
。
た
だ
一
次
史
料
上
は
「
経
過
」
二
七
七
頁
の
同
年
一
○
Ⅱ
二
四
日
の
発
言
を
指
す
と
し
か
思
わ
れ
ず
、
民
法
改
正
要
綱
第
八
に
「
人
夫
婚
姻
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
た
時
期
’
八
月
一
五
日
か
、
ま
た
は
い
ず
れ
に
せ
よ
同
年
七
月
三
○
ｕ
と
初
月
一
五
Ｈ
の
間
Ｉ
の
順
序
に
関
し
て
伐斐の記憶違いであろう。この点は、水油に見る通り、「人夫蛎姻」の川譜・観念「復活」が看過できない影樗を尺法改正の議論に与
え
て
い
る
だ
け
に
、
些
細
な
点
と
し
て
は
似
え
な
い
。
）
ま
た
、
「
戸
慨
委
側
会
鋼
蝋
巾
鍛
（
二
）
」
（
同
川
六
年
一
一
Ⅱ
二
二
日
）
三
一
頁
で
も
、
役
所
の
戸
獅
事務担当である委員達への説明で、青木が「人夫幡姻」の語を使っている。（もっとも、「同議鞭録（三）」（同一二凡一九日）三九’四
○頁では、「人夫蛎姻」は廃止された、と説明し、変の氏を名乗る蛎姻にもこの譜は使っていない。）（牧野ｌ我奨の議論に引きずられ
た
と
い
う
よ
り
は
）
氏
法
改
正
漉
綱
に
は
こ
の
譜
が
使
川
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
〃
で
民
法
改
旺
峨
案
で
は
一
切
使
わ
れ
て
い
は
い
、
と
い
う矛胴を、冴水の各段階での表現上の削麟も端的に友している。こうしたことが、「家」馴似制吹は残っている、との愈識、及びそう
し
た
廊
識
を
箙
収
す
る
こ
と
で
「
家
」
制
度
維
持
論
者
を
安
心
さ
せ
、
戸
脇
爽
術
家
の
実
務
上
の
不
安
を
取
り
除
く
意
図
で
行
わ
れ
た
の
か
は
に
わ
か
に
は
確
定できないが。
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て
い
た
と
見
ら
れ
、
戸
漸
諏
萠
者
（
旧
法
下
で
は
戸
主
）
名
を
雅
迦
に
五
十
音
Ⅲ
（
旧
法
下
で
は
イ
ロ
ハ
川
か
？
）
に
報
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
批
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
世
帯
を
同
じ
く
す
る
親
子
の
戸
騎
が
続
け
て
綴
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
三
世
代
以
上
の
戸
籍
編
製
に
賛
成
す
る
者
（「家」乃至その顛似制度存磁論者、と一応規定出来る）にとっては、不安は残るであろう。（この場合の、クロスレファレンスの方法
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
す
ぐ
次
に
述
べ
る
。
）
実
際
に
は
昭
和
三
六
年
（
’
九
六
一
年
）
法
務
省
令
五
七
で
戸
籍
法
規
則
第
三
条
に
第
三
項
が
新
設
さ
れ
、
五
○
音
順
の
蕊
序
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
（
兜
）
差
し
当
た
り
、
『
筏
過
」
二
四
九
’
二
五
○
頁
の
我
斐
の
民
法
改
正
嬰
綱
支
持
の
た
め
の
発
言
を
参
照
。
（調）ごく単純に言えば、こうした一致のためには、現在の住民鑑木台帳法及びその詳細規定が必要となったわけである。
（
肌
）
（
Ｚ
の
扶
譲
義
務
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
田
舎
・
腿
業
地
域
の
戸
主
が
都
会
・
工
業
地
域
の
「
家
族
」
柵
成
貝
を
実
際
上
扶
養
す
る
ケ
ー
ス
の
多
寡
云々の問題は粥に存在してきた。（こうした問題意識については、『掻過」九○頁口頭の中川が回収する牧野の「同居の親族」の捌念も
参照。また同廠のケースの相続については注邪の我妻の発言のうち二五○頁も参照。）（イ）の仙樅担保能力は、相続側係の推定Ⅱ②ｃ
と巡閲する。戸薪による親族関係確認である程唆惟測可能ゆえ、程度問題とも言えるが、家産全てを包播的に相続する「家督相続人」
は
一
義
的
に
は
存
在
し
な
く
な
る
こ
と
は
那
実
で
あ
る
。
戦
後
占
緬
肌
の
民
法
・
戸
赫
法
改
正
過
程
（
六
）
（
Ⅲ
Ⅲ
）
四
三
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